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はじめに 

 

日本ファシリテーション協会（FAJ）災害復興支援室では、2011 年 3 月の発災以降、被災

者や被災地、復興支援団体などの声や要請をいただきながら活動を進めてきました。その

活動の中で「被災地支援を実践している専門家（FAJ 外部）で、住民主体の復興支援を対

話や参加を重視しながら促進（ファシリテーション）している方をぜひご紹介し、復興支

援とファシリテーションをさらに考えてみたい」という提案が支援室で出されました。被

災地では多様な方々の多様なファシリテーションがあり、それを多くの方に知っていただ

き、共に考え深めてみたいと思ったからです。そこで今回は被災地に継続的に通って支援

されている 4 組の方にご協力いただきました。 

掲載にあたっては「インタビュー記録」という形をとりました。あまりまとめすぎずに、

インタビューさせていただいた内容を読者の皆様にご覧いただき、この中から様々な側面

のファシリテーションを感じていただきたいと考えたからです。 

最後に、被災地支援でご多用の中、貴重な時間を頂戴した４組の専門家のみなさんに感謝

を申し上げます。ありがとうございました。 

 

特定非営利活動法人 日本ファシリテーション協会 

災害復興支援室 専門家インタビュー担当 
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金 香百合 さん 
ＨＥＡＬホリスティック教育実践研究所所長 

 

在日韓国朝鮮人三世として大阪に生まれ育ち、大学卒業

後に財団法人大阪ＹＷＣＡに就職 。そ こ で の 運 動 

を通じて、ジェンダー、子ども、心のケア、生と死など

の多様な問題に取り組まれ、参加体験型学習による学び

のファシリテーターとして全国各地で活躍。東日本大震

災後は、現地に出向き被災者のメンタルケアを実践。福

島・宮城でサロンやワークショップを実施している。阪

神淡路大震災の際も心のケアグループを立ち上げ活動

した経験もある。 

 

 

 

普段の仕事と被災地での活動 

 

<ＦＡＪ> 今日は、東日本大震災後の活動とファシリ

テーションについてお話をお聞かせください。まず、

金さんの普段の仕事や活動を教えてください。 

<金> 私の主な仕事の一つは、人権や教育、男女共

同参画に関わるテーマで講演やワークショップを全

国で行うことです。生きづらさを抱えている人々が

多い中で、人と人との関係を修復するヒントについ

て気づいてもらう場を作ったり、話をしたりしてい

ます。当事者と当事者に関わる人たちがどう関わっ

ていけばいいのかなどを考えていただきながら、そ

の人が自分らしく元気になっていただく支援・ファ

シリテーションをしています。 

<ＦＡＪ> 東日本大震災後の被災地での活動内容につ

いて教えていただけますか。 

<金> 私の東日本大震災後の支援活動は、「日本ＹＷ

ＣＡ復興支援室のメンバーとして、福島ＹＷＣＡと

仙台ＹＷＣＡがある福島県と宮城県でお手伝いをす

る」ということで大阪から派遣されたのがスタート

です。「心のケアの分野でできることをする」という

のが、私に与えられていた役割です。そして、その

活動の間にさまざまな支援団体や関係団体の出会い

により立ち上がった、「支援者のための支援センタ

ー・TOMONY（トモニー）」に関わらせていただき、ス

ーパーバイザーという役割をいただき、力を入れて

関わっています。 

<ＦＡＪ> 福島ＹＷＣＡと宮城ＹＷＣＡで、どんな支

援をなさっているのか教えてください。 

<金> それぞれ 1ヶ月に 1回訪問し、「心のケア講座」

「心のケアサロン」といったものを開催しています。

これは被災地で起こる「体と心の変化や問題」につ

いて理解していただき、その変化や問題から回復し

ていただくための講義やワークショップです。福島

のＹＷＣＡでは、単発で毎回どなたでもどこからで

も来て良いという形での「心のケアサロン」を毎月

開催しています。仙台のＹＷＣＡでは、「仙台ＹＷＣ

Ａこころの杜」を立ち上げて、年間カリキュラムを

立てて進めてきました。 

これらの取り組みは、私が阪神淡路大震災の支援

活動で「心のケアネットワーク」を立ち上げて運営

してきたという経験を生かして、東日本大震災でも

被災者の心のケアを行うというのが日本ＹＷＣＡか
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らの招聘の目的でした。ただ、こちらに来て関わり

ながら思ったことは、阪神大震災のときの経験で生

かせるものもあるけれど、神戸の時の経験だけでは

やっていけないことがいっぱいある、ということで

した。あまりにも被害が大きすぎ、広すぎる。そし

て地震と津波という違い、あるいはさらに福島でお

こった原発事故の問題、というようなものが次々と

想定を超えて広がっていく。その中で、いつも学び

直しながら、考えながら、あるいはいろいろな被災

者の当事者の方々の話を聞きながら、支援とは何だ

ろうか、よりよい支援とは何だろうかということを

ずっと考えながら、そして今現在も考えながらやっ

ている、そんな状況です。 

 

「こころのケア講座」 

 

 

サロン活動でのファシリテーターとしての工夫や

気配り ～食、道具、話し方、場づくり～ 

 

<ＦＡＪ> 支援活動をされている中でどんな工夫をし

ているのかというお話しを伺えますか？サロンを行

なううえでのファシリテーターとしての心配りとか、

どんなことを大切にしておられるのですか？ 

<金> 例えば、飲んだり食べたりすることをとても

大事にしています。 

人間は当たり前に飲んだり食べたりする生き物で

あり、それは人間の喜びにとても深くつながるもの

なのです。全国の研修室や研修センターは飲食禁止

が多くて、これは非常に残念だし愚かなことだと思

っています。人が学ぶということは、無機質なコン

クリートに固められた空間の中だけでするものでは

ありません。ですから、飲食まで禁止してそれで学

ぶ効果を上げろと言っていることはすごく陳腐だと

思います。人はリラックスして安心できる環境の中

にいる時に最も学習が深まったり学びが飛躍的に進

んだりするものなのです。私はできる限り人が集う

場所あるいは講演会でもワークショップでも、勿論

飲食します。 

<ＦＡＪ> 聞く時間、飲食する時間、また話して聞く

時間といった具合にメリハリをつけながら工夫する

ということですよね？ 

<金> そうですね。私は、食べることや飲むことへ

の理解や関心というものを、全てのファシリテータ

ーが持つといいなあと思うんですよ。『人間は食べた

ものでできている』という名言もありますから。フ

ァシリテーターをしながら「自分は菓子パンばっか

り食べて、お菓子食べながら残業している」という

生活を繰り返しているのはいかがなものかというと

ころですね。 

<ＦＡＪ> 他にはどんな工夫をなさっていますか？カ

ードも使われているようですが、道具類などで何か

特別な工夫はありますか？ 

<金> カードなど、何かちょっとした道具を使うと

いうのは、子どもたちと色々なことをしてきた経験

第１回 対人援助とは                   2012 年 6 月 16 日(土) 

第 2 回 人間力を深める 2012 年 7 月 21 日(土) 

第 3 回 社会力を高める 2012 年 8 月 25 日(土) 

第 4 回 対話力を磨く 2012 年 9 月 15 日(土) 

第 5 回 聴く力を実践する 2012年 10月 20日(土) 

第 6 回 

特別プログラム

「若林区を訪ねて

歩く」 

2012年 11月 17日(土) 

第 7 回 喪失体験とは何か 2012年 12月 15日(土) 

第 8 回 
ホリスティック支

援 
2013 年 1 月 19 日(土) 

第 9 回 震災から２年 2013 年 2 月 19 日(土) 

第 10回 ３年目を生きる 2013 年 3 月 16 日(土) 
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から生まれてきたものだと思います。 

カードや道具を使うと、分かり易くて理解し易い

という効果があります。子どもにとって分かり易い

ことは、結局大人にも理解しやすくて分かり易いと

いうことなんですね。 

あと、話し方が分かり易いとよく言われるのです

が、それは多分、子どもたちに話をしていたときに

鍛えられたのではないかと思っています。子どもた

ちが理解できるように伝えるためにはどう話したら

分かり易いか、どういう順番で話せばよいか、とい

うことをいつも考える癖・習慣があります。 

<ＦＡＪ> 金さんの話の仕方は分かり易いけれども、

子どもっぽくないですね。 

<金> ワークショップでよく、参加者が『こんな子

どもじみたことをさせて』と怒って出て行かれたと

いった話を聞くことがありますけど、どんな進め方

をしたら、「そんな子どもっぽい幼稚なことをさせら

れた」と怒ってしまうのかなと思いますね。 

逆に子どもたちに話をしているときにも、極端な

子ども言葉を使うわけではなく、子どもを一人の人

格を持つ人間として丁寧に対等に伝えようとしてい

るところがあります。 

<ＦＡＪ> 子どもだからというよりは、子どもも一人

の人間ということですよね。 

<金> 伝えたいという気持ちをマインドとして持っ

ているので、どういう工夫をしたらこの人に伝わる

のかということを常に考えています。相手が例えば

障害のある方であったり、高齢者であったり、外国

の方であったり、色々な方に対しても基本的には同

じことを思いながら伝えていくようにしています。

また、私はよく例え話をしますが、その例え話を相

手の体験に合ったものにするとか、年齢を考慮した

り、また相手が学校の先生であったら学校という空

間でこういうことがよく起こっているでしょうとい

うような、相手に共感や理解をしてもらえる例え話

が必要だと思います。 

<ＦＡＪ> 言った言葉を、ああそうだなと思ってもら

うための例え話ですね。他にどんな工夫や配慮をな

さっていますか？ 

<金> 労を惜しまず、場を作り直します。どうすれ

ば、今日来る人たちにとって一番安心できたり居心

地がよかったりするかなと考えて、机を動かすとか

全部出すとか椅子を入れ直すとかいうことを面倒く

さがらずにやります。 

私は、サロンの時にはわりと講義形式の机のレイ

アウトで始めます。昔、ワークショップが導入され

た頃にはネコも杓子もイスを丸く並べたようでした

けれど、中にはそれで抵抗感や不安感をかきたてら

れてしまう人たちも多かったのです。そのため、あ

えて私はスクール形式という、もっとも皆が慣れた

スタイルで始めます。その代わり、できるだけ３人

がけの机から椅子はひとつ抜いてもらって２人掛け

にしてもらい、すぐそばにいる人とおしゃべりして

もらうようにします。そこから始めて、４人や６人

にしていくという風に広げていく方法をとります。 

この、いきなりグループにしないというやりかた

は、私がやってきた方法の特徴的なところです。昔
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の集団学習でやっていたように、いきなりグループ

にすると、しゃべる人はしゃべる、黙っている人は

ずっと黙っている。そこには均衡で良い関係が生じ

難くなってしまいます。一対一から積み上げるとい

うことをすると、均衡で良い関係が生まれ易くなっ

てくると感じています。 

<ＦＡＪ> そうするとかならず机の移動、模様替え 

という作業が出てきますね。 

<金> そうなんです。今は「意識をしてレイアウト

を変える人」が多くなりましたね。この方法は人間

心理に基づいたやり方だと思います。 

 

阪神淡路大震災からの教訓 

 

<ＦＡＪ> そこで伺いたいのですが、東日本大震災の

支援活動で金さんの役割はどんなことだと考えてい

ますか。 

<金> 阪神淡路大震災の時は、住んでいる大阪のす

ぐ隣の神戸の支援ということで、毎日事務所で寝泊

まりしながら関わることが出来ました。けれども、

今回の東日本大震災の支援では、遠く離れた大阪か

ら、被災地には月１回、３日か４日という非常に限

られた日数であるということで、私が果たせる役割

も、ぐっと違うものになっています。そこで私が役

割として担えることの一つは、災害後に人々の心や

体や社会や地域におこることを皆さんに伝えること

だと考えています。 

<ＦＡＪ> 起こるであろうこととも含まれますね。 

<金> そうですね。そして起こっていることやこれ

から起こるだろうことへの対処の仕方を身につける

ことが重要だと考えています。自分達に起こってい

ること、例えば、ものすごく不安になったり、気持

ちが落ち込んだり、あるいは無気力になったりする

ことは、当たり前のことなんだ、何も気が変になっ

た訳でも何でもなく、非常につらい経験をした時の

体や心に起こってくる正常な反応なんだ、といった

ことをお伝えする。そのことだけでも意味があると

考えています。 

<ＦＡＪ> 確かに被災地の支援者の方などに話を聞く

と、自分で自分のことが分からないと言っておられ

る方がいますよね。 

<金> そのような場合には、「やがて落ち着いてきま

すよ」と言うとか、「そういう状況があまり長く続く

ようだったら、ちゃんと相談のできる所に行ったり、

お医者さんに行ったりすることが良いことですよ」

などと言うことがあります。 

 

求められている支援者の支援 

～支援者自身を意識する・大切にする・気づく～ 

 

<ＦＡＪ> 金さんは「支援者の支援」の活動もされて

いますが、支援者の支援ということが福祉の分野で

言われ始めたのは 10 年前くらいだったかと思いま

すが、「災害支援の時の支援者の支援」というものは

まだあまり言われていませんでしたね。 

<金> そうですね。この支援者の支援、ケアする人

のケアということは、阪神淡路大震災の時に言われ

始めました。その時以上にこちら東日本大震災の被

災地では、支援者が自分自身にもケアが必要である

ということや、自分でちょっと休息して、自分を優

先することが大事だということを知ってほしいです

ね。東北の方々は、特に真面目で、誠実で、頑張り

すぎる傾向がより一層強いようで、休むことに罪悪

感を持っている傾向が強いですね。 

<ＦＡＪ> 休んでいて良いのだろうか、という気持ち

なんでしょうね。 
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<金> そして、また Gender（性別）という問題があ

ります。全てのことに Gender という問題は重要な関

わりを持ちますけれど、このケアする役割というも

のが、元々Gender 意識の強いこの日本では、女性に

非常に強く働くんですよね。 

<ＦＡＪ> ケアする役割は女性だ、みたいな捉え方を

している人が多いということですか。 

<金> そうです。ケアをする役割は女性だけで担え

る状況ではないわけです。それにもかかわらず、真

面目で律義な女性の方々が、その家族の為に地域の

為に、何もかも自分を犠牲にしてやり過ぎるという、

これは危ない状況ですね。一人一人が追い込まれて

Burn Out していく。ケアする役割を担いやすい女性

には、「自分にもケアが必要である」ということや、

「自分にもちょっと休息したり、そして自分を少し

優先するということが必要」、ということを知らせて

いくのが必要だと思います。 

<ＦＡＪ> 支援者やファシリテーターが、自分自身を

しっかりと意識する、大切にしないといい支援活動

や効果的なファシリテーションができませんね。 

<金> 被災地においては、ある意味、全ての人が支

援者といっても良いのです。家族の誰かを支援して

いる、兄弟の誰かを支援している、友人・知人に心

配な方があって、その方々に思いを寄せている、と

いうことが一杯起こっている。また専門的支援者と

して仕事として支援にあたっておられる教育関係者、

福祉の関係者、医療の関係者。そういう支援をする

立場の人々は本当に疲弊していきます。その支援者

にも休息やケアが必要で、支援者にも支援が必要で

す。そのことを言って回ることと、そしてその為に

具体的に様々な提案をしたり、方法を伝えていった

り、場を作ったりすることが、私の限られた時間の

中でできる大事なことと思っています。 

<ＦＡＪ> 今回、福島と宮城で出あう支援者やファシ

リテーターにもケアが必要な人がいると感じます

か？ 

<金> 感じますね。福島は原発問題があります。そ

れは全く新たな、しかも終わりのない、今後ずっと

持続する、目に見えない恐怖のような被害を受け続

ける情況です。ここでは、支援のあり方、考え方に、

新しい知恵や工夫がものすごく必要ということを思

います。県外避難者が多くいる。２年も経つと、こ

の県外避難者の方が帰ってくるのか、離れて流出し

ていくのか、いろんな選択が迫られており、地域づ

くりの中でも、捨てて行った、捨てて出て行った人、

というような言葉が交わされたりしています。地域

住民の中で、お互いに皆被災者なんだけど、傷つけ

あい、攻撃し合うようなことが、複雑な形で起こっ

ている。そう思います。 

<ＦＡＪ> 「自分はどういう考え方で行動するという

ことを近所の人に言えない」と福島の方から聞きま

した。皆違うのですよね、考え方が。原発や放射能

への考え方となると非常にセンシティブです。そこ

でどう支援していくか、難しいですね。 

<金> そうですね。根本的には人生は一人一人違う

から違う選択肢で良いのですけど、その考え方が根

付いていないと感じることが多々あります。 

<ＦＡＪ> 違っていて良いということと、皆と協力す

るということと、何か取り違えてしまうようなこと

があるかも知れない。だから「絆」という言葉も、

人によっていろんな捉え方があるんですね。 

<金> そうそうそう。声の大きな人が「こうするん

だ」と言って、違う意見の人は排除されていくよう

な、古い時代の「絆」はもう全然役に立たないし、

必要ありません。新しいこの時代の「絆」の作り方

は、個々人の自己決定というものを大切にしながら、
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尚そのうえで「絆」でつながっていることなんで、

そこがしっかり根付いていかないといけないんです。

ファシリテーターはその部分の気づきを被災者や支

援者に促せたらいいですね。 

 

自分とファシリテーション 

 

<ＦＡＪ> 活動でファシリテーターとして行動する時、

金さん自身が大切にしていることを教えてください。 

<金> 実は、私自身は、阪神淡路大震災の心のケア

の活動が一段落した頃に、もう一度自分の体験を整

理してみようと思って大学院に行ったんです。そこ

で、総合的、包括的に物事を見て捉えてアプローチ

するという、ホリスティック教育に出会い、自分が

経験してきたことを少し整理させていただきました。 

私自身の究極の願いは、全ての人が幸せに元気に

生きていくことのできる社会を作っていくことなん

です。自分の経験をホリスティックに整理し、全て

の人に幸せに生きてもらうために私に何ができるの

か、ということを考えた時に行き着いたのは、「誰に

でも、ファシリテーションの力があって、そしてエ

ンパワーメントの力があって、人と社会を幸せにし

ていく力があるのだ」という考えでした。 

私はファシリテーターを会議の場とか、あるいは

ワークショップの場だけではなくて、「生き方として

のファシリテーター」という考え方をしています。

いつでもどこでもどんな場所に居ても、そこで人と

社会を幸せにしていく役割を発揮できるようなファ

シリテーターになる。24 時間ファシリテーターであ

るということをめざす。その為には原石を磨いてい

くということが、非常に重要です。ファシリテータ

ーとして生涯磨いていかなければいけないものは、

人間力と社会力と対話力、そしてその全てを繋いで

いくホリスティックな力です。 

 

ファシリテーションの３つの力 

～人間力、社会力、対話力～ 

 

<ＦＡＪ> 人間力、社会力、対話力。後はホリスティ

ックな力ですか。 

<金> そうです。人間力と社会力と対話力を全部繋

ぐホリスティックな視点のことです。まず、人間力

っていうのは、人間を理解するということです。人

間を理解し、愛し、そしてその人間が幸せに元気に

生きていけるように、どういう風に関われば良いか

ということを考えていける力です。グループの場合

は私が直接的な関わりをずっと持つことはできない

ですから、グループの集団的な力を用いて、グルー

プが機能する仕組みを作っていけるように考えるこ

とです。それと人間が辛い時、苦しい時、あるいは

災害などで沢山の喪失体験を経験している時、どん

な状況に陥り易いのか、そういう時は特に何に気を

つける必要があるか、何をしたら良くって何をしな

い方が良いか、そういうことをちゃんと知っていて

実行できる、という事が人間力ですね。 

<ＦＡＪ> 人間力には他に、人間の体、心理、思考、

行動パターン、生理学、発達、気持ちの問題など、

色々入ってきますよね。次の、社会力っていうのは

どういうことでしょうか？ 

<金> 今、社会が激変してきていますね。その激変

する社会が私達にとても大きな影響を与えています。

例えば、40 年前、1970 年代と今とでは、日本人の生

き方、暮らし方がかなり違ってきています。大家族

だったものが核家族になり、単身世帯になる。また、

高齢化が進み、結婚しない人が増え、晩婚化が進み、

あるいは離婚率が増えてきている…。また昔は誰で
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も正職員になれて、頑張って真面目に働いていけば

給料が上がり、定年まで働いたらちゃんと退職金を

貰って安定した老後を過ごせた。それが今は全部崩

壊しています。私達は今グローバル経済に巻き込ま

れて、といった状況に社会が激変している訳です。 

<ＦＡＪ> 社会が変わってきているということですね。 

<金> こういう社会の中で、人々が繋がれなくなっ

てきたり、人間関係が全て競争というものになって

いったり、あるいは、そこでの勝ち組、負け組とか、

そういう関係の作り方になっていることが否応なく

あるんですね。こういった社会の変化は今もこれか

らも次々に起こっていくでしょうけれど、まず、社

会がどういう方向に行こうとしているかをきちんと

読み取っていくことが大事です。 

そしてもう一つ重要なことは、社会は人間が作っ

てきたものですから、社会を変革していくことに関

わっていくという力です。 

<ＦＡＪ> 「社会をより良くしていこう」というアク

ションを出していく力ですね。 

<金> そうです。ですから、簡単にできることとし

ては、政治や経済にきちんと関心をもつとか、選挙

には行くとかいったことが、まずは大事になってき

ます。 

社会のことに無関心でいると全然だめなわけです。

この社会のありようを自分はどうみているのかとい

うのを、例えばビジネス系のファシリテーターの

方々はすごく問われるわけです。私はこの経済至上

主義に巻き込まれている現在の社会のありようは、

あまり良いとは思っていません。人間を幸せに元気

にしないと考えています。「生き方としてのファシリ

テーター」としては、どう変えていけるのかという

ことを常に考えていくことが大事だと考えています。 

<ＦＡＪ> お金と会社や組織という道具をどういう風

により良く使っていけるのかですね。 

<金> 人間と社会をつないでいく最も大きなものの

ひとつが対話、コミュニケーションです。 

人と人もつなぐし、社会と社会もつなぐし、あら

ゆるものをつないでいくための大きな一つが対話で

す。勿論、対話だけが全てとは思いません。でも対

話はかなり大きなものと考えています。 

ファシリテーションにおいて、私がすごく重要な

ことと思っていることに「水平の関係」があります。

人間同士である、私とあなたとの水平の関係におけ

る対話と、「垂直な関係」である「神との対話」があ

ります。対話は、話すこと聞くこと、その両方をバ

ランスよくできることです。話すこともできるし、

聞くこともできる。話したり聞いたりするやり取り

の中で、学んだりものを考えたりあるいは癒された

りすることが対話になってきます。 

 

ファシリテーションとホリスティック 

 

<ＦＡＪ> いままでファシリテーションの３つの力と

して、人間力、社会力、対話力についてお話しを伺

ってきましたが、それらを包む「ホリスティックな

視点」について、前にも少し触れておられました。
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さきほどは、「ホリスティックとは総合的という意味

だ」というお話をいただきましたが、もう少し詳し

く教えてください。 

<金> ホリスティックという言葉を直訳するときに

は、総合的な、包括的な、あるいは全体的なとかい

った言葉で翻訳されますが、宇宙とか・・・人間で

はない、人間を超越するものを含んだ言葉です。社

会はどこまでも人間が作ったものですけれども、そ

ういうものを超越する存在を含んでホリスティック

だと考えます。 

<ＦＡＪ> 宇宙も含むことなんですね。 

<金> そうです。宇宙も含むと言うと、すごく興味

深くつながってくるのが、人間力です。人間ってど

こからきてどこに向かっていくのか、何でできてい

るのか。生物学で言えば、人間は宇宙の中にある分

子でできている。だから人間は宇宙の一部であると

いうことにもなります。 

<ＦＡＪ> そのような考えを意識することは、あまり

ないかもしれませんね。ホリスティックという言葉

は、日本ではどれくらい前から聞くようになったの

ですか？ 

<金> 25 年～30 年ほど前にホリスティック医学とい

うものが最初に紹介され、考え方が導入されていま

す。 

 

ファシリテーションとエンパワーメント 

 

<ＦＡＪ> さきほどの話に戻りますが、金さんは「生

き方としてのファシリテーター」ということを、い

つも考えながら日々ファシリテーション力を磨いて

いるというお話をいただきました。「ファシリテーシ

ョンとエンパワーメント」というのも、金さんの中

では近い関係にあるのですか？ 

<金> そうですね。「エンパワーメントを可能ならし

める関わり方」がファシリテーションだと思います。 

<ＦＡＪ> ファシリテーションのことを、「引き出す」

とか「溢れる」とか言う方もいますし、「漂っている」

と言う方もいます。「ファシリテーションはどこにで

もあって、そこで機能している」という表現をする

方もいます。そういった中で、この「３つの力とホ

リスティックな視点」というのは、ある意味スキル

でもあり、マインドでもありますね。 

<金> そうですね。マインドということで言えば、

私はどちらかというと性善説で考えます。人間はと

ても良い形で誕生して、とてもうまく作られている。

だからこそ、全ての人は幸せで元気に生きていける

ようにできているはず。だから、それを可能ならし

めるファシリテーションが必要になってくる。人は

エンパワーメントできるように生まれてくるけど、

実際には人と人との関わりが必要というのが人間の

面白いところだなあと思っています。 

<ＦＡＪ> 人との関わりでエンパワーメントが起き、

人が元気になるといった具合ですね。 

<金> 人との関わりなしには、エンパワーメントも

できないと思います。ただし、唯一の例外として、

自然との関わりをもつことによって、エンパワーメ

ントが起きる場合がありますね。 

 

被災地で求められるファシリテーター 

～混沌とした被災地の回復に必要なことは～ 

 

<ＦＡＪ> 東日本大震災が起きて、今年が３年目です

よね。３年目が本当に大変だということを、金さん

から伝えて頂いていますね。３年目を迎えて、被災

地でこれからもファシリテーターは必要でしょうか。 

<金> はい、とても必要だと思います。この「３年
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目が回復のプロセスの正念場」と強く思っています。

これからの課題は、メディアや全国の方々の関心が

急激に薄れ、同時に助成金や寄付金や色々なものも

終結になって、経済的にも人的にも外からのサポー

トがなくなっていくということです。 

この３年目をどのように一歩一歩築き、歩み続け

ていくかといえば、少しでも元気な人、エネルギー

が回復している人が、支援者やファシリテーターな

どの助けを借りながら、元気そうな人々を繋いで、

人と地域を少しずつ光の方向、回復の方向に歩みを

進めていくということだと考えます。今から新たな

支援が必要な時期なので、ここまでの２年間に支援

に関われなかった人々も、あまり気負わずに一緒に

喜怒哀楽を味わいながら寄り添い続けていく、そう

いうファシリテーターが必要だと思います。 

その意味で、緊急時の支援者と、寄り添い続けて

いくという支援者やファシリテーターの違いはあ

ると思いますね。 

<ＦＡＪ> 寄り添いながら定期的に通うような、そ

ういうファシリテーターも、まだまだ必要だとい

うことですね。 

<金> 必要ですね。その通い方にも色々あると思

うのです。例えば１年に１回でも良いんですよ。

それを 10 年続けていくようなことが大事なので

す。「毎年５月の連休になれば、いつも来てるよね

ぇ」って、「かれこれ、もう５年になるよねぇ」、

「10 年になるよねぇ」みたいな、そういう関係を作

っていくことがすごく大事になってくるのです。 

<ＦＡＪ> 被災地域の人も、応援してもらっている安

心感というものもあるでしょう。「あっ、忘れないで

いてくれるんだな」とか。まさに、人間力と関わっ

てくる部分ですね。 

<金> そうですよね、本当に。 

<ＦＡＪ> ファシリテーターは、「エンパワーメントを

可能ならしめる関わり方」はどういう関わり方なの

か、ということを常に考え続けることが必要という

ことですね。まだまだ続く復興支援においては、と

ても重要で、かつ誰にでも意識可能なことでもある

なと思いました。これからも活動を応援しておりま

す。今回はありがとうございました。 
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●コラム● 

金さんのエネルギーの源 

 

<ＦＡＪ> 金さんはとてもパワフルに活動されていますが、

そのエネルギーはどこからくるのですか？  

<金> 言うのが少し恥ずかしいんですが、短い言葉で言う

ならば『生かされていることへの感謝』というエネルギー

かなあと思います。 

以前は自分が在日韓国人、朝鮮人に生まれたことや、コ

ンプレックスがたくさんあって、劣等感の中で自尊感情が

低く生きてきた時代がありました。そこから解放されてい

った 20 代での経験は大きな意味がありました。後から気

が付いたのですが、その時に出会った仲間や先輩達から、

「私は私のままで、このままでＯＫなんだ」ということを

言ってもらい、そして親からもそんなことを言ってもらっ

ていたんです。 

更にもっと深いところの存在は神です。人間は、生まれ

た時に神から「全ての人間はこれでＯＫ」と言ってもらっ

て誕生しているわけです。そして私がこうして生かされて

幸せに元気になれたように、神が作った全ての人はそうな

れるはずだと思うことが『生かされていることへの感謝』

につながることになりました。 

<ＦＡＪ> 神というのは、大きな存在としての神ですか？ 

<金> はい。実際に私は 30 歳の時に洗礼を受けているク

リスチャンですけれど、教会に全然通っていないクリスチ

ャンです。仏教も好きなので、私にとっての「神」は、イ

メージとしての「大いなる存在」みたいなものです。自分

に出会い、人に出会う。この２つだけでも、かなり大きな

回復とエンパワーメントのポイントになりますけれど、更

に「神」に出会うこと。この「神」は、宇宙でも自然でも

良い、大いなるものなのです。この「人間を超える、超越

するものと出会う」ということは、ある意味一つの悟りな

のかもしれません。 

<ＦＡＪ> 「感謝や悟り」などが金さんのパワーの源なので

すね。ありがとうございました。 
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櫻井 常矢 さん 
高崎経済大学 

地域政策学部・地域づくり学科 教授 

 

地域づくり教育・NPOの教育力をテーマに研究。地域づく

り支援の際は住民同士、住民行政の対話の場づくりを丁

寧に行っている。福島県浪江町の被災者支援を行い、各

地での対話・交流の場づくりやワークショップ、被災者

の話し合いから実践への支援、政策への住民参加等を実

践中。 

 

 

 

 

 

 

 

ファシリテーションとの出会い 

 

<ＦＡＪ> 櫻井さんがファシリテーションを意識する

ようになったのはいつごろからですか。 

<櫻井> 難しい質問ですね。ファシリテーションとい

う言葉を知ったのは、やっぱり大学生の時かな。た

だ、ファシリテーション的なことに興味・関心を持

ったのは、中学・高校の頃です。たとえば、中学生

の頃から、親子サマーキャンプで子どもたちがテン

トで寝たあと、親を集めて子育てについての議論を

喚起するなど、社会教育活動みたいなことをやって

いました。その頃から、みんなで顔をあわせて本音

で議論するような場を作ってきたんです。 

<ＦＡＪ> なぜそのようなことに関心を持ったんでし

ょうか。 

<櫻井> 基本的には学校という空間が嫌だったんで

すね。学校は嫌いじゃないですけど、日常とは違う

非日常がほしかったんです。 

学校の外に出て、学生服から普段着に着替えて地

域に出ると、学校の中でうるさかった先輩も、そし

て大人も急に対等になる。その切り替えがたまらな

かったんです。対等でフラットな空間、本音で話せ

る空間がすごくよかったんでしょうね。それが私の

ベースになっています。 

<ＦＡＪ> 学生のころからの流れで、大学の先生になっ

ても社会教育を専門にされているのですか。 

<櫻井> そうです。私は専門が社会教育・生涯学習で

すが、幸せなことに、振り返ってみると、似たよう

なフィールドがずっと続いているんですね。社会教

育・生涯学習を学びたい、研究したいという信念で

はなくて、何となく漠然とした興味があった。 

社会教育・生涯学習にはいろいろなイメージがあ

ると思いますが、基本的には地域の人材育成をする

仕組みのことを意味します。例えば話し合いの場を

作って人材が発掘されたり、強い意見の人と弱い意

見の人が対等になったり、一人ひとりの参加意識が

芽生えたりっていうのは、まさにひとづくりですよ

ね。ファシリテーションとは言わないまでも、そう

いった行為は社会教育・生涯学習そのものだと思っ

ているんです。 
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あえて「勉強しない」のは？ 

 

<櫻井> 私のファシリテーションは全部我流で、ほと

んど勉強をしていないんです。我流でやっていって、

こういう場が必要だ、こうしたらいろんな意見が出

ると思ってやっていたら、「それはワールドカフェだ」

と言われたり。 

<ＦＡＪ> その方が本物ですよね。 

<櫻井> どうしたら、みんなから本当の意見が出るか

とか、多様な意見が集められるかといったことを、

素直に考えていました。けれども、学生にはそれで

は通じないので、「ワールドカフェっていうんだぞ」

って言ってますが、基本的には、私はそういうこと

を勉強していないんです。 

ちょっと言い方は悪いけれど、勉強したくないの

かも知れませんね。様々なファシリテーションのマ

ニュアルとかテキストがありますよね。私は、そう

いうものは読まないんです。どうしたら相手の本当

の話を聞けるのかとか、話しやすくなれるのかとか、

そのことを考えているだけです。だから、前日に若

者を相手にうまくいったとしても、今日の相手が高

齢者だったら昨日の方法は通用しないわけで、全然

違う。 

とにかく、相手や地域を実際に見てから考えると

いうのだけは絶対的に必要だと思います。学生にも、

そこは厳しく伝えていて、マニュアルに従うやり方

はだめだと。相手の顔を見て、そこで考える。相手

に応じて手法ややり方を変えなきゃならないって、

それだけは本当に大事にしています。 

 

震災での支援活動 

 

<ＦＡＪ> 少し話が変わりますが、震災以降、住民の

方々と接して、思いや考えを分かち合う場を持たれ

ていますよね。これは、いつ頃からですか。 

<櫻井> 支援という領域で、皆さんを集めて話し合う

ようになったのは、震災の年の７月くらいからかな。

今回被災した自治体は、私が政策アドバイザーのよ

うなかたちで関わっていたところが多いんです。そ

ういうご縁もあって、結構早い段階から現場に入る

ことができました。入れたけれど、皆さんを集めて

大掛かりに話し合いの場を作るっていうのにはちょ

っと時間がかかりました。 

<ＦＡＪ> 震災前日の３月１０日にも、浪江町の方とお

会いになっていたんですよね。 

<櫻井> そう、２０１１年度からの契約で、浪江町の

「まちづくりアドバイザー」になるという約束でし

た。それで、３月１０日もその打ち合わせをしてい

たんです。１１日の震災には、宮城県の北の方で、

２３０人の方を前に講演している最中に遭遇しまし

た。だから、結構早い段階で被災地に関わりました

ね。 

浪江町以外では、宮城県東松島市とか仙台市とか、

いくつか復興会議の委員として関わっています。 

<ＦＡＪ> ＮＨＫの番組『明日へ 支えあおう』を拝見

したのですが、そのような学生も加えた参加型の場

づくりは、浪江以外でもされているのですか。 

<櫻井> やっています。東松島市では、２００人くら

いの同じ地域の人たちに集まってもらいました。道

具類を学生と一緒に高崎から大型バスで運んでいっ

て、２０～３０テーブルくらいに分かれてもらい、

「みんな、生きてたのか…」っていう再会から始ま

って、一気にしゃべっていただいて、それを一言一

句記録して、復興計画にリンクさせるっていう、本

当に手間のかかる作業を、半年くらいやりました。

東松島市では、その場が初めて被災者自身が震災後
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にしゃべった場だと思います。みんなが「これから

どうなるんだ」っていう状況の中で集まった一回目

の懇談会でした。 

浪江町の場合が典型なのだけれど、今回の大震災

の最大の問題は分散避難だと思います。住民の方々

は、ばらばらに避難してるんです。テレビでは浪江

町ってひとくくりに見るんだけれど、当の町民たち

は互いに言葉を交わせない状況なんです。だから、

あるお母さんは浪江に帰りたいって思っているんだ

けれど、隣の人も帰る気でいるのかなとか、いわき

ナンバーの車に乗ってるだけでちょっとこっちを見

られるけれど、他の方もそうなのかなとか。そうい

うことをお互いにしゃべったり、悩みを共有したり、

それができないっていうのが、最大の問題だと考え

ています。 

だから、とにかく繋がなきゃいけない。それで、

テレビでも紹介された「浪江のこころ通信」を始め

たんです。あれも、私にとってはファシリテーショ

ンですね。町民の意見をあちこちからすくい上げ、

お互いの思いを共有して前進させる、そういう手段

です。実際には会えないので、まずは「通信」でつ

なぐ。とにかく思いを共有したり悩みを共有したり、

これからのことを考えたり、隣の人の知恵をいただ

いたりする。そういう場がどうしても必要だろうと

いうことを考えたんですね。 

 

対面できない状況でのファシリテーション 

～通信やテレビ番組の活用～ 

 

<ＦＡＪ> すごく大きなポイントだと思うんですけれ

ど、ファシリテーションとかワークショップってい

うと、リアルに人が集まって話をする場をイメージ

することが多いと思うんですね。けれど、「浪江のこ

ころ通信」は、実際には人が会っていないわけです

よね。会えない状態にあって、それでも思いをつな

いでいくっていうのも、やっぱりファシリテーショ

ンだっていうイメージなんですね。 

<櫻井> リアルに集まることができないから、その状

況でつなぐ方法は何かと考えたときに、「浪江のここ

ろ通信」にたどり着いた。役場に突入していって、「取

材は我々がやるけれど、印刷と郵送のお金がないか

ら、力を貸してほしい」って交渉した。町の広報誌

である「広報なみえ」がまだ発行されていない段階

だったので、「その紙面の半分を欲しい、一緒にやら

ないか」っていう話をした。つい先日、２年間一緒

にやってきた職員から、「そのときは、とうてい無理

な話だと思っていた。それでも先生がやるっていう

からやってきたけれど、今日まで何のミスもなく実

現してこられたのは、誇れることだと思う」ってい

う話を聞きました。それくらい途方もない作業だっ

たのですが、定着してきましたね。 

<ＦＡＪ> 「浪江のこころ通信」を進めるうえで、一番

難しいと感じていたのはどこですか。 

<櫻井> 行政からすれば、ＮＰＯとか我々は、どうい

う存在なのか、信頼できるのかわからない。そうい

う人たちが、本当に取材に行ってちゃんと原稿を集

めてくるのか、信じることがちょっとできなかった

かもしれませんね。職員たちは自分が行けないから。 

さっき徳田さんがおっしゃった、「直接会って話し

合う場以外でもファシリテーションできる」ってい

うのは、まさにその通りで、今回の震災、特に原発

事故は、会って話すということがかなり難しい状況

になってしまったということなので、これに対して

どう応えるかが重要なんですね。だから、テレビで

紹介されたワークショップも、まさにそのための仕

掛けなんです。ＮＨＫと何回も打ち合わせをして、
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番組のなかで実際に町民が会える、意見が言えるよ

うな場を作れないかと。テレビを見た浪江町民が、

私も意見を言っていいんだ、俺もこういう場をつく

ってみたいっていう、そういう思いを促すような材

料にならないかっていう。 

<ＦＡＪ> なるほど。番組づくりもファシリテーション

の一つなんですね。 

 

ワークショップの場が「他人ごと」から「自分ごと」

になるきかっけに 

 

<櫻井> そうですね。町民が「離れていても俺たち浪

江町民だよな」「遠くにいたって浪江のためにできる

ことあるよね」って、自分たちでいろいろな提案を

行う。そして、あの番組で提案されたことは、実際

に各地で実践されています。それをファシリテーシ

ョンって言うかどうかはわからないけど、みなさん

の動きを促進しているわけです。 

たとえば、埼玉に住んでいるある女性は、自分で

交流のためのグループを結成して、復興の主体とな

っているんです。つまり、自分が動かなきゃならな

いんだなって思うところから人材が育つ、そういう

流れができてきているんですよね。全体をずっと見

てきた人間にしかわからないですけど、確実に人材

が発掘されて育っている。被災者という側面だけで

はなくて、まさに復興の主体になれているんです。 

<ＦＡＪ> そうですね。よくワークショップでは、「他

人事ではなく、自分事になる」という言い方をしま

すが、被災された方々にとっては、「元々、自分事で

ある」と言えますよね。そのような中で、本当の意

味で主体になるプロセスをファシリテートしている、

ということですね。 

<櫻井> やはり「お客様である」ということではいけ

ない。しかし逆に、「主体になれ」とは言えないんで

すよね。我々にできるのは、いかにして気づく場面

を作っていくかということだと思うんです。今回の

問題は、国や東電の責任もあるけれど、被災者自身

が立ち上がってくれない限り変わらない。宮城・岩

手の沿岸部もそうで、農業でも水産業でも何でも、

被災者自身が立ち上がらない限り、出来ることは限

られている。どんなにインフラを整備しても、「そこ

で再び頑張る」と言ったり、「私は浪江町民です。遠

く離れていてもアイデンティティがそこにあります」

って言ってくれない限り、町の再生はあり得ない。

そういう場面を作るのが、徳田さんも含めて、ソフ

トを専門にしている我々の役割なのではないかとい

うことなんです。 

<ＦＡＪ> 「浪江のこころ通信」以降は、どのような働

きかけをされているんでしょうか？ たとえば、先

ほどの埼玉で立ち上がった方に対しては、具体的に

どんな働きかけをされているんでしょうか。 

<櫻井> 「プロセスを見守る」ということでしょうか。

皆さん、心境がどんどん変化していくんです。例え

ば、先ほど例に挙げた女性は、最初は「浪江には帰

れない」と言っていたんです。ところが最近は「先

生、私帰りたいんです」と変わってきている。「帰る」

と言っているか、「帰らない」と言っているかという
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結論が大事なのではなくて、最初「帰れない。子ど

ものことを思ったら帰れない」と言っていた人が、

やはり故郷に帰りたいという思いに辿り着いたとい

う、その一連のプロセスを知っているということ、

見守ってあげるということ、誰かが証言してあげる

ということが、その人にとってすごく大事なことな

んですね。色んな悩みとか、葛藤があって、その結

論に至っている訳ですから、その全体像を見てあげ

ること。それがファシリテーションかどうか分から

ないけれど、結果だけを見て「大丈夫ですか」とか

「素晴らしいですね」とかいうのは、全然寄り添い

じゃない。自分の学生にも、そして自分自身にも、「寄

り添うっていうのは、一連のプロセスを見守ること

だ」って言い聞かせています。 

一連のプロセスや変化、経過を見守って、「この前、

このようにおっしゃっていましたよね」と言ってあ

げると、「いや実はそうなんですよ、私は今、変わっ

てきたんです」といった言葉が出てくる。それだけ

で元気になると言ってはおかしいんだけど、「そこま

で見てくれてるんだな」とか、「自分を分かってくれ

てるんだな」と思うことで、もっと頑張ることがで

きる。 

だから私は、「浪江のこころ通信」でも講演でも、

「皆さんの声を記録することが目的じゃなくて、後

世に伝えることが目的なんです」と言っています。

たとえば孫の世代に「自分のじいちゃん、ばあちゃ

んは、原発が怖くてこの町を捨てて出て行ったんだ」

と片付けられたら、あまりにも可哀想です。「この記

録にあるように、じいちゃん、ばあちゃん達はいろ

んなことを悩んで、葛藤して、その結果、東京に暮

らしているんだ」となってほしい。 

 

何のためのファシリテーションなのか 

 

<ＦＡＪ> 変化を見守る、証言するということが重要に

なるのは、分散避難が強いられているという状況だ

からこそなのか、それとも、そうでない現場でもそ

れが肝になるのでしょうか。 

<櫻井> ファシリテーションって、何のためにあるの

かっていうのは、皆さんの方がお詳しいとは思うん

だけど、私は「自分への気付き」のためだと思う。

自分の意見を言ってすっきりしたというだけでは、

全然ファシリテーションじゃなくって、自分が意見

を言って、他の人も意見を言って、その時にどう感

じるかですよね。「俺の言っていることを、なんでこ

の人分かってくれないんだ」と感じている段階だと、

ファシリテーションとは言えないように思う。そこ

から一歩進んで、「自分の考えって、結構稀なんだな」

とか、「自分って、結構いいこと言ってるな」とか、

そういう自分への気付きを、どう促していくかとい

うことが大切だと、学生にも言っているんですね。

だから、私がファシリテーターをする時には、私も

私を知るんですよ。「この人、今日喋りづらかっただ

ろうな」とか、「何で今日はこんな風に問いかけちゃ

ったんだろう」とか。「この次はどうすればいいのか

な」とか。徳田さんもそう思うことがあると思いま

すが。 

<ＦＡＪ> そうですね。 

<櫻井> 「なぜ『浪江のこころ通信』を始めたんです

か？」といろいろなマスコミから聞かれるんだけれ

ど、さっき「記録のため」と言いましたが、最終的

には「自分のためです」と言っているんです。私も

皆さんの声を聞かないと、自分自身が次に何をしな

いといけないかが分からないし、動けないんです。

たとえば講演をする時でも、実際に聴衆を前にしな

いと何を話せば良いか分からない。だから、取材を
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することで町民の声を聞く。そうすれば、「自分は次

にこういう仕組みを作って行けばいいんだ」とか、

「こういう働きかけをすればいいんだ」、「浪江の復

興会議でこういう発言をすれば、町民の声を代弁し

ていることになるんだ」とか感じられる。「自分が何

をすべきなのか」とか、「自分は何でここにいるんだ」

とか、「何のために生きているんだ」とか、そういう

自分への気づきというか、自己理解のためになる。

すごく仕事がしやすくなるというか、本当に円滑に

進むようになる。だから、皆さんの声を聴く時間が

１～２週間無くなると、「次に何したらいいのかなぁ」

って気持ちになるんです。聴けば聴くほど楽になる。 

 

復興プロセスと自己理解 

 

<ＦＡＪ> よく、場をファシリテートするという言い方

をしますけれど、それは「ファシリテーターを除い

た場」ではなくて、「ファシリテーターも含めた場」

なんですよね。場を促進するプロセスで、自分も気

付いたり、感じたりする。そこは忘れがちですよね。 

<櫻井> 「この場をどう作るか」とか言うし、私だっ

てそう思うことはある。でも、それで終わっちゃっ

たら、私がここに来た意味がなくなる。 

その場が楽しくてしょうがないんです。聴いてい

て楽しいのではなくて、「自分が次にやることが見え

てきた」というような瞬間があって、楽になる。地

域づくりとかファシリテーションもそうだと思うけ

ど、課題を解決することが我々の最大の目標なんで。

大震災っていうとてつもない課題で、課題だらけの

はずだけれど、課題が見えないと仕事ができないん

です。課題って、言い換えると住民ニーズであった

り、市民ニーズ、被災者のニーズであったりする。

ファシリテートすることでそういうものが見えてき

て、「あっ、これを解決すればいいんだ」と、やるこ

とが見えてくる。自分が何をすべきか見えてくるし、

自分自身が何者かが見えてくるから、すごく楽に、

楽しくなる。まあ、楽しくなるという表現はよくな

いかもしれないけど。 

浪江町ひとつとっても、これまでいろんな仕掛け

を作ってきたし、今も現在進行形で作っている。そ

れは全て、町民の声を元に作り上げている。自分の

学説とか自分の理論とかは使えない。その場その場

に応じて作り上げていくこと、相手に寄り添うこと

で、初めて見えてくるということは、大震災でない

としても大切ですね。 

いろんな首長さんに、「先生、専門家なんだから、

こういう風にやれってメモで渡してくれたらさ。そ

れ俺やるだけだから」などとよく言われるんです。

「そんなの出来る訳ないでしょ」と言うと、「だって、

他の町で言っている同じことをこの町で言えばいい

んだろ、先生」と言われるけれど、それはあり得な

い。町ごとに住民の力も違うしね。 

だから、いつも「住民に会わせてください」「この

市役所の外に私を出してください」といったことを

お願いするんです。市民に会わないと何したらよい

か絶対分かりませんね。「またまた恰好いいこと言っ

て」と言われるんだけど。これは本当。そこでの自

分の役割が見えて来ないと、苦しくてしょうがない。 

 

原発被災者の支援のしんどさを支える工夫 

～インプットとアクション～ 

 

<ＦＡＪ> 支援に取り組む中では、ご苦労や辛いことも

ありますよね。 

<櫻井> 被災者と思いを共にすることが難しいです

よね。同じように被災をしているわけではないんで。 
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例えば、浪江の場合。学生も自分自身もそうなんだ

けど、震災が起こるまで浪江町に行ったことはなか

ったんです。震災で入れなくなってから何度か防護

服を着て行きましたけど、以前に行ったことはなか

った。ですので、私はまず地図で、その町の地名を

全部暗記するんです。学生にも全部インプットしま

す。思いを共にしたり、共感できる可能な限りの材

料をインプットする。「あんたに言ったって分かんね

だろ！」と言われるような時でも、「俺、請戸で漁師

してたんだ」という話があれば、「請戸って、あの海

沿いの請戸のことですよね」と言うと「うん？知っ

てんの？」みたいな反応がある。それだけで喋り出

して、「家は権現堂にあってね」「あー、権現堂って

役場のそばですね」「あんた知ってんじゃねぇか」と

いった会話になる。こんな具合で、工夫は丁寧にし

ているんですけど、本質的には思いを共にすること

は難しい。 

<ＦＡＪ> そうですね。実際に見た訳ではない、地図の

情報だけでは限界がありますよね。 

<櫻井> 短時間の内に、「この人なら喋ってもいい人

だ」と思ってもらえるか。それは神経使いますね。

信頼を得るということですね。 

<ＦＡＪ> 情報の事前インプット以外に、信頼を得るた

めに気を付けていることはありますか？ 

<櫻井> もう「うなづく」しかないでしょうね。「う

なづき」ですよね。もう、それしかないかな。私、

生まれが山形なんで、福島の皆さんに対する時なら、

わざと訛って喋ったり、近づけるための工夫はやり

ます。だけどやっぱり、「そうですよね」とうなづく

ことかなぁ。こんなに重い事故・被災なんだけど。 

かなりの数の町民と会って、誰が親戚で誰が兄弟

でとか、町民２万人の全員じゃないけど、関係性が

見えてくるぐらい話はしてきました。信頼を得られ

るには、どうしたら思いを共に出来るかですね。私

は「『一緒に考えましょう」の精神です」といつも言

うんです。私は大学の人間だけど、「こうあるべきだ」

とか「こうした方がいい」とは言わないし、言えな

い。けれども、一歩引いて「皆さん、お考えをどう

ぞ」というのではなく、自分も一緒に考える主体に

なることをすごく大事にしている。「どうぞ、どうぞ、

皆さんの考えを尊重しますから」ではなくて、「一緒

に考えましょう」「私にも一言言わせてくださいよ」

とか。そういうことは敢えてやりますね。対等なん

だよね。 

 

終わりのない原発問題 

～仕事としての一段落とは～ 

 

<ＦＡＪ> 特に原発の問題って、終わりがないような

状況になっていますよね。仮にですが、「取り敢えず

自分の仕事としては一段落かな」と思えるのって、

どういう状態になった時でしょうか？ 

<櫻井> 良く聞かれる質問です。格好よすぎるかも

しれないけれど、一段落というものは無くて、浪江

町が元に戻ろうが戻るまいが、浪江町民達の歩みを

ずっと見守ったり、言葉として語れるぐらい理解し
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続けるということしかないと思っています。だから、

町を復興させるとか、そういうことではなく、どう

したらこの人たちと一緒に歩めるのか、どうしたら

より近づけるかってことだけを考えています。どう

したら親しくなったこの人達と一緒に歩み続けられ

るかって、そこだけですね。 

町が復興するというのは町の責任だけど、我々の

役割は違っている。いつまでですかと聞かれると、

いつまでもやっていくことなので、終わりってない

と思う。ずっと、ずっと、その人達がどのような生

き方をしてきたのかっていうことを、何時か、言え

るようになるっていうことだと思うんだなぁ。ここ

は、難しいです。誰もが経験したことがないし、私

もわからない。 

町は５年間で帰還するって言っているので、残り

３年で帰還する、帰るんですよ。だけど、３年後に

帰る人って、どれぐらい居るかわからない。そして、

帰還で終わりかっていったら、そうではない。町を、

人々の営みのある町に変えていかなければいけない

し、遠くにいる人たちにしても、浪江町民としての

生き方が続く訳です。復興って、終わりはないんだ

と思うんです。 

宮城・岩手の集団移転・高台移転のように、ある

程度エリアが見えて、町が再生していく期間もある

程度見える場合は、関わっていく期間も想定できま

す。ただ、この原発事故だけは、そのような期間っ

てないと思います。大げさだけど、人生ここに賭け

てみようかなっていうぐらいの気持ちです。関わる

上では責任があると思うのです。退職まであと二十

数年ありますけれど、その位はかかるのだろうと。

ずっとずっと寄り添って一緒に歩んでいきたい。浪

江に関わるって決めた時には、そういう覚悟を、夫

婦でもしゃべりました。やるからには中途半端は許

されないし。 

<ＦＡＪ> 櫻井さんは、浪江以外でも支援をされている

じゃないですか。１週間とか１ヶ月の単位としての

動きは、どんな感じなんですか？ 

<櫻井> １日に３箇所ぐらいを一気に廻るときもあ

ります。それで週２日半を使う。土日もいれて４日

半フリーにして、その時間で廻れちゃうところはみ

んな廻っちゃうんです。けれども、だんだん自分が

やるエリアっていうのは絞られてきています。浪江

町と、ＦＡＪの遠藤さんと一緒に活動している東松

島市の２つですかね。あれもこれもできないので、

絞っていますね。 

そして私たちは専門家でもあるので、町が復興す

るっていうことに加えて、今回と同じようなことが

東京や東海地方で起こった時のことを考えて、 分散

避難という状態に対して、どういう対応マニュアル

が必要なのかっていうシステム構築こそ、取り組む

べきことだと思っています。まあ、こんな震災は起

きて欲しくないけれど、専門的な立場で言えば、そ

ういうモデルを作っているっていうこともありま

す。ファシリテーションとはまた別のことですけれ

どね。 

 

復興という言葉のむずかしさ 

 

<ＦＡＪ> さきほど、「復興はない、復興という言葉を

あまり使わない」っておっしゃっていましたが、私

も、引っかかっているんです。自分で、復興って言

葉を口にした瞬間に、違和感というか、引っかかり

を感じています。 

1 つの肝になってくると思うのですけれど、「復興」

という言葉に引っかかりを覚えたりするのはなぜだ

ろうというのを、私は、まだ、言語化できていない
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のです。 

<櫻井> 「町が復興する」っていうことと、個人が復

興というか自立するっていうことは、当然別のこと

ですよね。浪江町役場の職員研修でしゃべったので

すけれど、「被災者のニーズに応えるとか、ファシ

リテーションしながらみんなの合意を作るとか、求

めては間違いだ」って言っています。「では、何の

ためにやっているんですか？」と言われたら、「納

得を得るためです」って言っています。つまり、町

に帰るという人もいれば、帰らないという人もいる。

「全ての町民のニーズに対応していきます」と復興

計画に書いてあるんだけれども、同じ考えになる訳

無いし、対応ができる訳がない。けれども、例えば、

わかりやすく言えば、「役場がそこまで言うなら、

しょうがねえなぁ」とか「俺はこうしたいんだけど、

隣のあの人が言うことを聞いていると、しょうがね

えなぁ、ここで妥協しないと」とか。妥協という言

葉は良くないけれど、今自分がやろうとしているこ

とに対して、納得するってことはあり得る。「実感

のある復興」という言葉をよく使うんだけれども、

自分が納得して「そうだよな」って思えるまで、フ

ァシリテーションをやるということだと思います。

合意を得るとか、違いを浮き彫りにするっていうこ

とでは無くて、その人がどう納得するか、という場

面を作ることだと思うんです。 

具体的な例を挙げると、この前、宇都宮で「浪江

のしゃべり場」をやったんです。冒頭、副町長が挨

拶した後に、私が「せっかく副町長が来ましたので、

何か質問ないですか？」って聞いたら、前に立って

いる男性が手を上げて、「なっして副町長、国の言

うこときかねぇんだ」っていったんです。「早く国

の言うこと聞いて、賠償金貰えばいいべ」ってこと

ですね。それに対して、副町長がまじめに応えよう

としたんで、「ちょっと待ってください」って言っ

て、「他に御意見ありませんか」と会場に尋ねまし

た。会場は、２～３分シーンとしたんですが、それ

から２人、３人、手が上がってきたんですよ。ある

女性が、「私は、国の賠償は貰うべきではないと思

っています。同じコミュニティに住んでいた人間が、

国の線引き、線量区分によって、賠償額が変わる。

それでコミュニティが分断してしまうことは良くな

い」という意見を言った。次に手を上げた人は、「今、

この浪江町役場がでっかい霞ヶ関と向き合おうとし

ている時に、町民が背中押さんでどうすんだ」と言

ったんです。私は、「何で金貰わないんだ」と言っ

た男性は、机叩いて怒って帰るかなって思ったんで

すね。何しろ、自信満々に副町長に質問していたん

ですよ。「皆がそう思っている。俺が代弁してやる」

といった勢いで。ところが会場の雰囲気はそうでは

なかったわけです。 

しかしその男性は、その２時間のしゃべり場に最

後まで参加して、 帰り際、違う意見を言った人のと

ころに、「実は、俺は栃木を離れて福島に帰ろうか

と思っているんだ。これまで 1 年半本当に世話にな

った」って、頭を下げて廻って、それから帰ってい

ったんです。 

その男性のグループのファシリテーターをやって

いた学生の話だと、グループの中でも、「金を貰う

べきだ」と言った彼とは違う意見の人達ばっかりだ

ったそうです。でも、その人たちの意見を真剣に聞

いていて、自分の考えには合わないけれど、そうい

う考え方もあるんだな、と、自分なりに納得という

か、腹に落ちる部分があって、そういう行動をされ

たと思うんです。そういう場面を作ることですね。 

これだけの災害が起これば、全員のニーズを満た

すなんてことはあり得ない。しかし、一人ひとりが
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言葉を発して、自分がやりたいこととか考えている

ことを、確認したり、納得したり、実感を持てる、

そういう場面を作っていくのが、ファシリテーショ

ンだと思う。私が学生に言ったり、浪江町役場の職

員研修で言ったりするのは、それなんです。合意よ

りも納得をする場面作りかなっていう感じがするん

ですね。 

<ＦＡＪ> 関係性とか、人と人との関わりに働きかける

人にとって一番の本質だと思うんですけど、自分ひ

とりで何かを決断することと、他の人との関わりの

中で得る納得とは、どう違うんでしょうね？  

<櫻井> 先ほどの男性が、どういう考えで帰っていっ

たのかは確認できません。なので、想像ですし、言

葉がきれいすぎるかもしれませんが、自分を知る、

客観的に自分を見ることができたのではないでしょ

うか。仮に結論は同じであっても、ひとりで言い続

けるのと周囲と比べるのとでは、たとえ同じお金を

貰うことでも、自分を客観視するというか、自分へ

の気づきっていうのがあると思う。だから私は、考

えが変わることを期待するのでなく、自分が言って

いることがどういうことなのか、被災者の中で自分

はどういう立ち位置に居るのか、そういうことが見

えるってことだと思うんです。我々は社会的な生き

物で、ひとりでは生きていけないので、大勢の中で、

今、自分がどういう位置に居るのか、自分を客観視

する視点を提供することで、その人は、社会的に生

きていけると思う。 

後から聞いたら、その方はすごい豪邸に暮らして

いらっしゃった方で、建てたばかりの家が津波で流

されてしまい、いろんな思いもあったらしい。だけ

ど、廻りと話してからお金を貰うのと、話さないで

貰うのとでは、同じお金を貰うのでも、その後の立

ち居振る舞いとか行動って、少しは変化して行くも

のかなって思うんです。自分を客観的に見る力はつ

いているんではないかなって。 

ちょっと雑談になりますけど、私がこの震災で一

番考えたことは、「ふるさとって何なんだろう」っ

てことなんですよ。どこの人たちもそうかもしれな

いけれども、浪江の人たちって、子どもから大人ま

で自慢げに話すんですよ。特に子どもは、「９月に

なると、こういう食べ物がおいしいですよ」とか、

「先生にもこのお祭り見て欲しかったなぁ」とか、

具体的なんです。私は生まれは山形なんだけど、幼

い頃から転々としていたので、自分のふるさとって

言えるのかなって、結構、微妙なんです。だから、

そういう町民に接すれば接するほど、うらやましい。

だけど、そのうらやましい人達が、アイデンティテ

ィを失っていってしまうのを、今見ている。その人

達にとって故郷って何かなって。誇れるものを失い

つつある人たちを、何とかしなければって感じる。

自分の役割を知るって言うか。その連続ですね。 

…重いですね、震災でも特に原発・原発事故は。

本当に復興とか、そういう問題じゃないし。おっし

ゃるとおり、「何時までこれをやるんですか」って

いう問題でもあって、一人ひとりの生き方の問題に

なる。私たちファシリテーター側も、被災者側もそ

うだろうし。どこで、いつになれば、納得するのだ

ろう。むずかしいね。 

<ＦＡＪ> むずかしいですね。 

<櫻井> 「何時まで『通信』を発行するんですか」っ

ていうのも良く聞かれるんです。「ずっとです」っ

て答えるのだけど、これも難しくなっている。実際

のところ、取材拒否も多くなってきているんです。

「もう帰らないって決めたんで」とか。「いや、帰

らない方でも良いんですよ」って言うんだけど、実

際には心が引けるんでしょうね。このまま行くと、
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段々、掲載量が減ってきて、どうかなぁとか。どん

なに努力していても、やっぱり離れていくところが

ある。 

 

支援のむずかしさ 

 

<ＦＡＪ> そうなると、支援って何なんでしょうね。「も

ういいです」って言う人たちがどんどん増えていっ

たときに、それでもやり続けるのか、相手が望んで

いないことだから止めるのか。 

<櫻井> そこは難しいですね。例えば、交流会とかし

ゃべり場をやると、昨年度まで役場はよく支援物資

を持って来たんです。東京の国際フォーラムあたり

で、私が司会をしながら大規模にしゃべり場をする

と、後ろに米が一杯並んでいて、その米とか味噌を

抱えて山手線に乗って町民が帰って行くんです。抱

えきれないくらい持って、そのまま電車に乗って行

く。終ったあとに、職員を集めて「あの姿を見て涙

がでなかったか？」って聞いたんです。あまりにも

みじめじゃないかって。何でも渡せば支援で、向こ

うは喜んでるって、本当にそう思うかって。自分の

町民をみじめにしていないかって。それ以来、交流

会で支援物資を配るのを止めにしたんですが、何も

苦情は来ませんでした。 

支援するっていうスタンスは、なんか本当にいや

ですね。対等っていうのはちょっと格好良すぎるか

もしれませんが、一緒に悩んで行きたいし、一緒に

考えたい。支援しているって言われると、支援かも

しれないし、支援と言う言葉を使う時もありますけ

ど、本気で使ってはない。すごくみじめじゃないで

すか、「支援されてる」のって。 

だから今は、「しゃべり場」の運営も、現地実行委

員会方式にして、被災者自身が司会をやったり、企

画を考えたりしてもらっているんです。そして、「先

生、手伝いに来て下さい」って言われた時だけ私が

行ってマイク持ったりする、そういう形式に切り替

えているんです。あくまでも「復興の主体になって

行く場面作り」だから、あんまり支援って言葉は使

わない。「ありがとうございます」って町民が頭を下

げる姿を見ているのが、つらくってしょうがない。

人って、人に喜んでもらったり、誉めてもらって初

めて人になれるのに、ありがとうございます、お世

話になりますって、頭下げてると、いつまでも人間、

主体になれない。やっぱり、ありがとうって人に言

われて、人は生きがいを感じたり主体になれる。わ

れわれだって、ありがとうございますって言われて、

今日来て良かったなって思う。そういう場面を、町

民たちにも作って行かないといけない。だから、あ

まり支援してあげるって感覚はないですね。私自身

は、生涯学習の分野で、「どうしたら人が主体になっ

て生きていけるか」ってことを考えている人間だか

ら、こだわっちゃうのかもしれないけど。 

 

重要性を増すファシリテーション・ファシリテータ

ー ～今の時代が求めている役割～ 

 

<ＦＡＪ> そもそもファシリテーションって言葉自体

が説明しづらい言葉なのに、「日本ファシリテーショ

ン協会災害復興支援室」なんて、復興とか、支援と

か、自分でも引っかかりがある言葉を並べてしまっ

ているので、常に『何なんだろう…』って、思いな

がら活動しているんですよね。 

<櫻井> ファシリテーションって言葉を使わなくて

も良いかもしれませんが、今、そういう手法や役割

って、絶対必要だと思う。その言葉を認識している

かは別だけど、いろいろなところで、どんどん必要
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性が増している。 

<ＦＡＪ> ファシリテーションは、役に立つんですか

ね？ 役に立っているんですかね？ 

<櫻井> 役に立つし、ますます必要だと思うね。ただ

し、普通の人は明確に認識しているわけではないよ

ね。でも、こういう働きは絶対に必要。それは、震

災に限らず、ありとあらゆる場面でそうだと思う。

たとえば先ほどの浪江町役場での職員研修でも、「２

年間仕事してきて、初めて本音を言いました」って、

意見がどんどん出てきたんです。模造紙が、すごい

一杯になっちゃって、どのテーブルも同じような意

見。「縦割がひどすぎる」「自分がやっている役割が

全体の中で、どう役に立っているか分らない」「仕事

を引き受けてしまうと、自分に全部押しかかってく

る」とか。 

これは震災が無くても、行財政改革を進めていく

中では、人を増やすわけにいかず、いまいる人たち

だけでやって行くしかないわけで、そういう人たち

の力を喚起するためには、本音が言える場面を作る

しかない。だから、ファシリテーションの必要性は

増していると思います。こういう時代だからこそ求

められる役割だし、その上で大震災っていうとてつ

もない危機が来ちゃったんで、益々必要だっていう

わけです。社会が必要だと認識しているかはさてお

き、そこにいる人たちでやって行くしかないんだか

ら、必要ですよね。 

 

復興とスピード～行政と、住民と～ 

 

<櫻井> 私は、行政の人に「復興予算をいくら組んで

も、道路を整備したり工事の議論だけしていても、

何も変わりませんよ」といつも言うんです。そこに

いる町民たちが、頑張ると言ってくれない限り何も

始まりませんと。町民の方々がそういう納得を得る

ためには、復興のスピードはもしかしたら早すぎる

かもしれない。安倍政権になって、これからどんど

ん工事が進むと思うんです。防潮堤が立ったりして。

たぶん、そのスピードが速すぎて、我々は困るんじ

ゃないかなって思う。復興が遅い、遅いって皆言う

けど、一人ひとりが実感を持って納得したり、進む

べき道を確認するには、時間が早すぎるという捉え

方も必要ではないでしょうか。 

<ＦＡＪ> 「早すぎるかもしれない」ということ、よく

わかります。丁寧に時間を充てるってことは、大き

な意味を持ちますよね。 

<櫻井> 先ほど言った埼玉の女性も、ここ 2カ月くら

いで「あおぞら」ってしゃべり場を自分たちの仲間

で立ち上げたんだけど、「一歩踏み出すのに 1年半か

かりました」って言うんですよ。つまり「やらなき

ゃならない」って、本当に腹に落ちて、歩みだすま

でに 1 年半かかった。人って、それぐらい時間がか

かるんです。サクサクと整理できる人もいるかもし

れないけど、一人ひとりが納得するには、本当に時

間がかかる。 

<ＦＡＪ> お話を伺っていて思うのは、復興とか、支援

とか、ファシリテーションとか言っても、最終的に
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は自分自身の問題なんだなっていうことです。現場

に行きたい、話を聞きたい、何かをしたい、役に立

ちたいという衝動がまずあって、そこに、たまたま

ファシリテーションというものが身近にあった。だ

から、ファシリテーションとともに、人々の輪に加

わる。 

<櫻井> こういう話、あまりまじめにしゃべったこと

が無くて、今日は自分のよい振返りになりました。 

<ＦＡＪ> 本当にお忙しい中、お時間をいただきありが

とうございました。 
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篠原 辰二 さん 
ＮＰＯ法人 Facilitator Fellows理事・事務局長 

 

人と人を、人と組織を、人と自然が結び合う多様な「場」

の実現を通して「共創社会」の実現を目指して、ファシ

リテーション・対人援助や人間関係に係る研修機会の提

供などを通して、市民活動実践者やファシリテーターを

育成している。 

東日本大震災では、災害ボランティア活動支援プロジェ

クト会議（事務局：中央共同募金会、さくらネット）か

らの派遣要請を受け、災害ボランティアセンターの運営

支援を実施した。 

 

 

 

ＮＰＯを設立した思いやきっかけ 

 

<ＦＡＪ> ファシリテーター・フェローズをつくったき

っかけとか、思いとかを教えてください。 

<篠原> 元々ファシリテーター・フェローズは、２０

０２年に実施した対人援助職のスキルアップを目的

とした勉強会から始まっています。当時、僕は社会

福祉協議会（社協）の職員で、社協の仲間達と４～

５人で集まって自分達のスキルアップの方法につい

て話しているうち、体験学習法というのがあること

がわかりました。しかも身近に体験学習法に詳しい

人がいたので、その人をお招きしながら年に３回位

ずつ勉強会をやっていました。そこで体験学習の仕

組みとか、ファシリテーターの在り方とか、そうい

ったことについて深く勉強したのがベースになって

きました。そうした学びの場が８年経とうかという

時に、もっと自分たちがアクションを起こして、体

験学習の場をつくって、それを必要としている人達

に提供できた方がいいんじゃないかということで、

法人化をしたのがファシリテーター・フェローズで

す。 

<ＦＡＪ> では、はじめは皆さん対人援助のプロとして、

体験学習を勉強しようと？ 

<篠原> そうです。自己の学びから始まっています。

名古屋の南山大学で毎年１２月に日本体験学習研究

会がありまして、その８回目の時に初めて僕らもお

邪魔させてもらったのですが、そこで、北海道で活

動している人達との出会いも多くあって、もっと場

づくりがしやすいように、任意団体ではなくてやは

り法人化しようという動きが出てきたんです。最初

は福祉とか医療とか看護とかに従事していた人達の

勉強会が、だんだんボランティアグループの人とか、

主婦の方とか、色んな人達が「この勉強会は面白い

ね」と関わるようになってくれました。自分達の仕

事の範囲以上に、効果や成果が広くありそうだから、

いろいろな人達に体験学習の学びの場を提供したい

な、という思いに広がっていきました。 

<ＦＡＪ> 専門家が専門家として勉強していたところ

から、だんだん開いていったという感じですね。 

<篠原> 今思うと、法人化前の集まりっていうのは、

同じ業種の人達が集まっているからこそ深い話がで

きたんですが、それは、自分たち同業種の狭い囲い

の中での価値観なのです。でも今は行政職員さんや
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教員、自衛官とか主婦の方とか、学生さんとか、異

業種の皆さんと研修をするので、いろんな人達の価

値観や思いを聴くということもでき、本来の人間関

係のトレーニングにも通じていくだろうなあと。 

<ＦＡＪ> 確かに、同じ系統の方たちばかりで学んでい

ると限りがあるでしょうね。 

<篠原> 同業種ばかり集まると研修よりも日常の仕

事の話しや愚痴なども多かったですね。今考えると、

何かつまんないことやっていたと思います。今のよ

うな異業種の人との研修は、人間関係を学ぶ絶好の

場だと思っています。 

<ＦＡＪ> でもみなさん同じようにその方向に行こう

とされたわけではなくて、場を開くことに共鳴する

仲間がいらっしゃったのですね。 

<篠原> そうですね。それから、単に学びの場を継続

していくだけではなくて、それを理論化や体系化し、

実践していくことの重要性にどこかで気付いたよう

な気がします。形に残したいということもあります

し、ただ学びを継続するだけではない何かを・・・、

という思いが少しずつ芽生えてきたのではないかと

感じます。 

 

団体名を決めるプロセス 

 

<ＦＡＪ> 元々のご職業は対人援助のプロであり、体験

学習をされて、そこから支援者・促進者、つまり、

ファシリテーターという役割を感じられて、それが

法人のお名前になったんだと思いますが、命名のプ

ロセスを聴かせてください。 

<篠原> ファシリテーターという名称を使いたかっ

た、というのがまずあるのですが、フェローズのほ

うは、ある仲間が、自分で会社を興したらこのフェ

ローズって言葉を使いたいと言っていたのです。心

理学の研究者の間ではフェローという言葉を使って

いるし、研究家集団のことを「○○フェローズ」と

呼ぶところもあるということも仲間から聞きました。

ただ、仲の良い人達というだけではない感じがしま

した。仲間たちの集まりと研究家集団、どっちの意

味でも使えるような名前だし、ファシリテーター・

フェローズはゴロがいいよねと。実は名前より先に

ロゴが決まったのです。（ロゴを見せながら）ファシ

リテーター・フェローズと言う名前はどうだろうと

話していた時に、ロゴをデザインしていると、今の

ロゴの素案が出来ました。「これ、体験学習で僕らが

勉強していた４つの循環過程にできるね。」といった

ことを話しているうちに、このロゴになったのです。

Facilitator と Fellows の両方の頭文字であるＦを

重ねることで真ん中にＨの文字が出来ているのです

けれど、それは学びの中で大切にしている“ヒュー

マンリレーション（Human relation）”と、拠点とす

る “北海道（Hokkaidou）”の頭文字「Ｈ」です。法

人化に向けて半年くらい話し合いを繰り返す中で、

名称よりもイメージが先に出てきました。上の３本

の髪の毛みたいなのは、気付きとか閃きとか成長み

たいな躍動感を表しているのです。 

ファシリテーター・フェローズの一番の目的は、

多様な人達や組織が集う場づくりをして、その場づ

くりを通して得られた経験や体験が社会づくりに役

立てばなあというところなのです。 

僕らが一番大事にしている理念が、共に創り出す

「共創」です。今の世の中、専門家の人達や行政機

関の中、密室の会議で決まっているものがいっぱい

ある中で、時間はかかるけれど多様な人達が集まっ

て物事を決めていくとか、一緒により良い社会づく

りを考えていくという、プロセスづくりに役立ちた

いという思いから、法人を設置した一番の目的に「共
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創」という造語を使っているのです。 

共創社会の

実現に向けて

は一人ひとり

がファシリテ

ーターとして

存在し、その

人達が活動す

ることによっ

て、ファシリ

テーションが

拡がっていく

わけです。そ

んなことをイメージしながら造った組織です。 

 

私が考えるファシリテーター像 

 

<ＦＡＪ> みんながファシリテーションを持っている

ことが大事といったことを、どこかに書かれていま

すね。 

<篠原> そうです。夫婦の仲であっても親子の間であ

っても教師と生徒の間であっても、どんな場面にも

ファシリテーターが存在する、そういう考え方に共

鳴できる人達をどんどん増やそうと。「世界人類総フ

ァシリテーター化計画」を唱える会員もいまして、

一人ひとりが誰かの支援者であるとか、場づくりの

援助をする人であるとか、ファシリテーターという

役割を持った人間であるということを少しずつでも

広めていきたいと思っています。 

<ＦＡＪ> ＦＡＪの中にも近い考え方があって、いつか

はＦＡＪの役割がなくなって、「あの頃は、あんなわ

ざとらしいことしていたよね。」と言うような時代が

来るといいよね、と。 

<篠原> 昔は必要だったけれども、今はもう必要なく

なったとか、もう皆がやっているじゃないかと、そ

んな社会になるといいですよね。 

共創だって、これからの社会の中で、何か考えたり

作ったりする時にはみんながいろんなものを持ち寄

ってワイワイとやっていくような場づくりが、普通

に行われるのであれば、ファシリテーター・フェロ

ーズが存在していた意義があるし、活動がひとつ終

わっていくのかなというイメージはあります。 

今、ファシリテーター・フェローズの会員は４３

人（２０１２年１２月末時）ですけれども、本当に

多種多様というか、２５歳から７０幾つまで、平均

年齢を調べたら３８歳。僕が３７歳ですから、だい

たい平均くらいですね。最近は市民活動をされてい

る主婦の方々が多いです。それから行政職員さん、

大学や高校の先生達も増えてきました。そういう

方々に、何かお役に立てることございますかって聞

いたら、こういう学びの場が楽しい、実際の大学の

講義や演習でも使っていきたいとか、そんなお話を

されています。 

 

普段の活動～災害支援とファシリテーション～ 

 

<ＦＡＪ> 普段はどんな活動をされているのですか？ 

<篠原> 一番の活動は体験学習ファシリテーターの

養成講座で、２００２年から１年に３回ずつの場づ

くりをしています。その他にも、講師や研修、行政

の研修のアドバイザリー活動とか、そういった依頼

が多くなってきています。僕らが主催する事業は、

年３回の研修の場しかなくて、それ以外は何かオフ

ァーを受けたところに応えながら、そこで私たちの

活動を周知して来るようなことしかないのです。実

は養成講座以外の目に見える活動が少ないのが一番
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の悩みなのです。 

本来なら、自分の思いを持って、自己実現のため

に入会される方々は、この会の理念である共創社会

の実現のための応援団、もしくは活動者として入ら

れているわけです。その会員さん達が活躍する場が

少ないんですよ。ＦＡＪのように多様な活動があち

こちであり、そこに会員達が関われる機会を提供す

ることができていないのです。だからその機会を少

しずつ作っていこうとしていて、広報活動や研修プ

ログラムの開発を、会員が参画する委員会を組織す

るという動きがやっと今年から出てきました。 

<ＦＡＪ> ファシリテーター・フェローズを作られた時

に、最初から定款に災害支援を入れていらっしゃる

のですね。普通は思いつかないですよね。 

<篠原> 定款の主目的事業の中に災害派遣活動を謳

っています。全国で大規模な災害が発生すると、中

央共同募金会さんが事務局を持つ「災害ボランティ

ア活動支援プロジェクト会議」というネットワーク

体があるんですけれども、僕が社協の職員をしてい

た時に、そこからの派遣要請を受けて被災現場に行

って、災害ボランティアセンターの運営支援をして

来るというような役割があったのです。２００９年

に中国・九州北部豪雨災害があった時に、僕は初め

て山口県防府市に赴任して、大変な状況でありなが

らもひとつひとつ物事を形づくっていったり、現場

が疲弊している中でその方々の状況をふまえた支援

をしたり、場合によっては、敢えて支援をしない支

援をする、というのは、それこそファシリテーショ

ンだとその時に気付いたのです。 

それからはファシリテーター・フェローズの仲間

たちにも、ファシリテーターのスキルとか考え方は、

絶対に被災の現場には必要だと訴えてきました。ま

た、僕らも教材開発の際にいくつか災害や防災をテ

ーマにした教材を作って、地域防災としての学習会

をやっていたので、ファシリテーションは、災害に

備えた活動にも必要だろうと思っていました。災害

救援活動を定款に入れる時に、仲間内ではこれホン

トに入れるの、入れても活動はしないのでは、とい

う議論はありましたけれど、やはり定款に記載して、

災害にも取り組む意思表示をした方がいいというこ

とになりました。これから先、北海道内で災害が起

きたときに、きっと自分たちも会員さんたちと一緒

に何かしらファシリテーションを活かした支援活動

ってできるのではないかというところもあったので

す。 

 

東日本大震災の被災者支援・復興支援の活動 

～支援とファシリテーション～ 

 

<ＦＡＪ> 篠原さんは 3.11 以降、岩手に入られていま

すが、初めはどんな形で入られたのですか？  

<篠原> 東日本大震災が発生した時も、派遣要請があ

ったので、組織としての多様な支援のあり方を考え

ました。その結果、ファシリテーター・フェローズ

の会員さんにも支援を呼びかけて、発災直後の 3 月

15 日からボランティアセンターのマップ作りのお手

伝いを始めました。災害ボランティア活動支援プロ

ジェクト会議のウェブサイトの中で、日本全国どこ

にボランティアセンターが設置されたのかを、グー

グルマップ上に可視化するものです。当時、ボラン

ティアさん達が東北をめざす時に、どこにボランテ

ィアセンターが設置されたのか、現地の情報が掴め

ない状況の中で、かなり活用いただいたのではない

かと思っています。 

支援プロジェクト会議の方からは、実はウェブ上

で閲覧できるマップを作りたいけれども、やれる人

はいないだろうかと相談がありました。じゃあ僕は
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現地に行くけれども、地元の北海道から会員さんも

できる支援といったら情報をまとめることだろう、

ということで取り組ませていただきました。 

<ＦＡＪ> その当時は情報収集するのもたいへんだっ

たろうと思います。 

<篠原> 毎日というか、１日に何回も状況が変わるの

で、新聞記事やマスコミの報道をチェックしながら、

「○○市で災害ボランティアセンターが立ち上がっ

たって報道がありましたけど、本当ですか？」、みた

いな確認をする、ということもありました。どこま

で情報を網羅できたかという検証はできていません

が、何かしらの支援は出来たと思っています。 

僕が最初に岩手に入ったのは３月２３日からで、

そのときは沿岸の情報が、つかめきれていない状況

のため、被災地の情報の整理をする役割や、全国の

ボランティアから「支援にいきたい」という問い合

わせを整理していく役割、限られた期間の中で、今

後の支援計画を作っていくなどの作業が出てくるわ

けです。ただ、僕たちは当時、岩手県社協さんへの

ご支援を中心に行っていましたので、支援方針の意

思決定に必要な知識とか、その後の見通しだとかを

少しずつ付加していきながら、一緒に行わせていた

だきました。 

僕らは災害ボランティアセンターの運営を支援す

る役割として入っているので、ボランティアセンタ

ーが円滑に運営されるためのヒト・モノ・カネ・情

報を、外部から持ってきたり、課題となっているこ

とを解決するための方策を考えたりというような役

割を担っていました。 

例えばある支援先では、2011 年の 5 月の連休の時

に、土嚢袋が足りなくなるという状況がありました。

大型連休に被災地を応援するボランティアさんたち

が、たくさんいらっしゃったのと、実家の支援に帰

ってきた家族の方とかが重なって、ボランティアセ

ンターで用意していた土嚢袋が一日に何千枚となく

なってしまいました。そういった状況に対して、私

たちは、ブログを作って、「今、この物資が足りない。

自分たちで持ってきてくれないだろうか。」と、これ

から来るボランティアさんに発信したらどうかと、

提案しました。そのツール開発をうちのメンバーが

サポートさせていただいたのです。そうすると、も

う翌日に、土嚢袋がどんどん届くわけですよ。足り

なかったらすぐ送りますよ、とか、実際に持ってく

るボランティアさんがいたり。ボランティアセンタ

ーの運営をされている方々だけでは、日々の業務に

追われて情報の発信はなかなかできなかったのです。

土嚢袋に限らずタイムリーな情報を発信することに

よって、ボランティアさんに対する情報提供とか、

注意喚起とかもできますから。そういったツール開

発を提案し、実際に取り組むということもしました。 

<ＦＡＪ> ブログを作りますとか、本当に、支援として

は何でもやります、という感じですね。 

<篠原> 実は、そういう課題が、ある程度浮き彫りに

なっていたので、そうしたツール開発に長けている

会員を支援に当たらせました。しかし、5月の連休と

いっても短い期間ですから、もし、現場がボランテ

ィアさんたちの対応で追われ、僕たちの提案をお伝

えするような状況でなければ、実施できなかったで

すよね。地元の皆さんとの関係性を構築する中で、

いいタイミングで物事を進めていけました。 

同じ時期に、僕も別な地域で支援をしていたので

すけれども、そこでも同じように、情報発信のツー

ル開発の需要がありました。内陸に住んでいて被害

を受けていない方々に、どうやって被災した方々へ

の支援の必要性をアピールして、地元の人たちで支

援活動を展開するのか、ということが課題にありま

した。紙媒体を使って市民のためにあちこちにポス

ティングする提案を行い、その配布資料を作らせて

いただきました。 

 

意思決定の現場でのファシリテーション 

 

<篠原> 社協が設置した災害ボランティアセンター

では、本来その業務を担うはずの職員も亡くなられ
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ていたり、大変な状況の中で、組織の体制や今後の

業務のあり方を形にするための、組織作りの支援を

していました。外部からの支援者も受け容れながら

組織を運営するような仕組みづくりを紙もペンも建

物もない中で一緒に考えたこともありました。持参

したマジックとポストイットが重宝しました。 

<ＦＡＪ> 組織を作っていく中で、ポストイットを使っ

て「こうしたらどうですか？」と、そこはファシリ

テーターとして現場の支援を？ 

<篠原> 意思決定の現場のファシリテーターです。大

変な混乱の中で、みんながこれから先をイメージで

きない。それを形作っていくためのお手伝いを少し

ずつさせてもらって、「あっそうか。こういうふうに

やったらできるのかもね。」と、前向きな部分を少し

でも持っていただけるようなお手伝いをしていまし

たね。 

<ＦＡＪ> 今回、東北に行って、いろんな社協さんと一

緒になると、本当に市町村によってそれぞれ違うな

と思います。ある市はウェルカム系でね、今日行く

所がなくてもボランティアを受けちゃう。一方、別

な市では結構厳選しているように感じました。 

<篠原> 慎重なところもありましたね。それぞれリー

ダーとして存在している人の権限がどこまであるか、

というところも関係しているようです。そういう権

限を、委譲したほうがもっとうまく回るんじゃない

かという、組織的な部分へのアプローチをすること

もありました。ある社協では、ボランティアセンタ

ーを運営する若い職員さんたちへの働きかけをした

り、事務局長さんとか会長さんには提案書のような

ものを作成して現状の理解をすすめたり、権限の移

譲の検討をお願いしていました。 

<ＦＡＪ> 権限委譲は大きいですよね。ＦＡＪ復興支援

室の活動も、毎回理事会での承認を待たなければい

けなかったとしたら、途中でいやになっていたでし

ょうね。即日即決したいから。任せてもらえたこと

は本当にありがたかったです。でも権限があれば、

間違う方向に行く可能性もある。委譲ってそういう

ことですよね。 

<篠原> そうです。そこは本当に難しいなと思いなが

らも、でもその状況を改善して円滑に動かすために、

足かせがあったり、心配があれば、その心配を払拭

してあげたら動きやすいとか、それら心に作用して

いくのもファシリテーションだと思います。 

 

ファシリテーターのジレンマ 

～ゆっくり関係づくり×素早く仕組み化～ 

 

<ＦＡＪ> その時の場づくりは、まず関係性を作って受

け入れてもらう中で、組織図を作っていくとか、何

か自分たちが決めていくための支援だと思うのです

が、難しいなと思ったことは？ 

<篠原> たくさんありますね。僕らが一番大事にしな

ければいけないことは、自分の言動が、どういう風

に相手に伝わるかということです。傍から見ても、

こちらは支援する側、相手は支援される側の関係性

になってしまうので。一緒に考えようというフラッ

トな状態にしているつもりでも、平等の関係性や感

覚が築けていなかったら、支援する側がこう言った

から、じゃあそうすればいいや、となっていくかも

しれないので、その関係性の持ち方には本当に苦労

しました。 

 関係性を作るためには、「これができます。」、「あ

れができます。」というような一方的で変化を与える

ことは言わないように心がけました。むしろ「一緒

にいますから。」と横に寄り添っているだけとか、「大

変でしたね。」とか、「身体、大丈夫ですか？」みた

いなことで、横にいる時間を長くしたり、というこ

とを、3月から 5月の混乱の中ではしていました。 

<ＦＡＪ> 関係性をゆっくり作っていきたいという思

いと、混乱しないために早くボランティアセンター

で組織図を作りたいという思いと、ジレンマですよ

ね。しかも勝手に決めるのではなくて、みなさんが

納得できるものをお手伝いする、というところに葛

藤がある気がするのですけど、そこはどうですか？ 

<篠原> それは、僕らがずっと十数年やってきた研修

の中でもあるのです。ファシリテーターがグループ
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への介入に、すごく悩んだりだとか、葛藤を覚える

場面ってありますよね。「今ここで介入した方がより

良い学習の場になるんじゃないだろうか、でもそれ

を伝えない、介入しないことで、自分たちの力で、

良い学習の場にできるのではないだろうか」、という

見方は、実は、災害の現場でも同じことがあると思

うのです。今、大変な状況にある人たちが、一歩で

も二歩でも前に進めるような、エンパワーメント・

アプローチをしていかなければいけない時は、僕ら

も自分たちのあり方を、ぐっと我慢するような関わ

りが必要です。被災から 3年目を迎えていますので、

ある程度体制的に整ってきた組織に、「じゃ、次のス

テップはこうだから、あれしましょ。これしましょ。」

という関わり方はしていません。たまに行っては、

「最近、どう？」と様子を聞いて、必要であれば関

わるし、必要じゃなかったら「じゃ、また来るから、

元気でね。」と。そんな感じの程よい関わりを続けて

います。 

 

福祉の仕事の経験が生きていること 

～その特性とファシリテーション～ 

 

<ＦＡＪ> 篠原さんは福祉系の大学を卒業されて、社協

で、支援のプロとして仕事をされて、言わば、もと

もと心が福祉の方だと思うのですが、さらに体験学

習を通してファシリテーションを学んだことで、な

にか、福祉の分野との働きかけ方の違いを感じられ

ることはありますか。 

<篠原> 僕が、感覚的に感じているのですが、最近の

福祉的な支援者は、相手の弱いところや課題を見つ

けることが得意で、そこに向き合うのが自分たちの

役割だと思っている人が多いんです。この人には障

害があるから、あるいは生活に困窮している人たち

だから支援が必要だ、その支援のために私たち専門

職がいるとか。でも、障害を持っていても、その人

の強みを伸ばすための支援を考えるのが、本来の福

祉的な支援のあり方だと思うのですが、どうもこの

震災支援であちこちから来られる福祉系の方々を見

ていると、課題探しをするタイプの人たちが非常に

多いと思いました。「災害ボランティアセンターの課

題はここで、それに対応するためにはこうしなけれ

ばいけないじゃないですか。」という課題解決型の提

案をしてくるのです。僕らは「ちょっと待って。今

こんなことができているのだから、そこを伸ばして

いく方法は考えられないかな？」と思うのですが。 

<ＦＡＪ> 課題を見つけることが目的化している、とい

うことですね。 

<篠原> ピンポイントで、ここだ、と思った所に集中

的に支援していくようなタイプの人たちが、福祉系

には多いという印象が僕の中にありました。厚生労

働省の補助事業を活用した調査研究で、岩手県で活

動している、“NPO 法人いわて GINGA-NET”が、沿岸

に送り届けている、若い学生さんたちのボランティ

アを対象に、アンケートを取ったことがありました。

その結果では、保健・福祉・医療・看護等の大学に

行っている人たちの参加理由の多くは、日頃、自分

たちが勉強していることを活かして被災者を助けた

いと思っていることがわかりました。実際に被災地

でのボランティア活動を経験してみると、仮設住宅

ではある程度のコミュニティー形成が既に図れてい

たり、課題はありながらも、みんなで生活を維持し

ている状況を目にするわけです。課題を抱えている

人達や悲観に暮れている人が多くいて、街中にがれ

きが散乱しているというイメージを持っている学生

も少なくないのです。こうしたイメージと現状との
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ギャップから、「私たちは何をしにきたんだろう？」

と、役割が見えなくなっちゃうんです。それに比べ

て他の学生たちは、仮設にお住まいの方々とか、支

援をしている自治会長さんのお話とかを聞けて嬉し

かった、楽しかったと、モチベーションが上がって

いるのです。アンケートで、僕らがなんとなく思っ

ていたところが見えてきたのですね。やはりファシ

リテーターは、被災地の現場では特に、場の様子を

しっかり観察できるスキルが求められるし、一方的

なものの見方で入ってしまうと、本当の全体が見え

なくなってしまうところがあると思っています。 

<ＦＡＪ> 福祉の目、支援の目とファシリテーションが

つながって、いろんな視点でその場を見ることがで

きるようになった理由は何でしょう。 

<篠原> やはり、社協での勤務経験が大きいと思いま

す。以前勤めていた社協ではコミュニティー形成支

援の仕事をしていました。そこに住んでいらっしゃ

る人達への地域支援は、通常は、“市町村”というエ

リアでものごとを考えますが、地域のいろんな診断

とか、調査をしていくと、そのエリアの中でも様々

なことが起きていて、もっと細かなエリアに分けて

調査や分析をしなければ役に立たないとわかりまし

た。地域とひとくくりにしても、そこで起きている

ことや起きていることの要因や背景を分析するって

すごく大事だということに気付いたのです。 

災害の現場に行ってもそうなので、よく他の支援

者とぶつかったりするわけです。「えっ？なんでそこ

に関わってくれないの？」とか、「なんでそんなこと

今更するんですか？」みたいなのが、支援者同士で

もあるのですが、課題ばかりでなく、その課題がな

ぜ生まれるのかというところを突きとめていかない

と、実際に課題に向き合うことにはならないなと思

って仕事をしています。 

<ＦＡＪ> 篠原さんと同じ、運営支援者という立場の

方々の間にも価値観の違いはありますか？ 

<篠原> ありますね。その人その人のタイプというか、

支援者のあり方像をそれぞれ持っているので、みん

なが同じ思いややり方で、支援に入っているわけで

はないんです。その中での合意とか話し合いもあり

ますが、支援者でこうしようと合意しても、現場に

いる人たちとの関係の中でできるかどうかは変わっ

てきます。ですから多様な価値観とか、視点や目線

を増やすことの協議や話し合いは、本当によくやっ

てますね。 

<ＦＡＪ> そこでも、ある程度ファシリテーター的な関

わりをされているのですか？ 

<篠原> そうですね、そこでは会議のファシリテーシ

ョン的な、情報を可視化していく役割だったりしま

す。多様なスキルが求められるというか、多様なス

キルがあるほど円滑に状況が進んで行くという体験

はしています。ただ、もちろん全部僕がやるわけで

はなくて、多様なメンバーたちがそれぞれに発揮し

てくれるから、チームとしてすごくいい環境が育っ

ているのではないかと思います。 

<ＦＡＪ> ＦＡＪで災害復興支援室を立ち上げた時に、

我々の中でも「ファシリテーターでござい！」と言

って入るのは、たぶんあり得ないだろうという議論

をしました。そうではなく、災害の復興支援に行く

のであり、その場で困っていることに対し自分たち

でできることをやるのだと。ボランティアセンター

の運営に資するマネジメントとか、コーディネート

とか、いろんな使えるスキルがあって、その中の１

つにファシリテーションがあることで、マネジメン

トやコーディネートがスムーズにできるのだという

感覚です。 

<篠原> まさしくそうです。自分の肩書きや仕事や、

今までの経験を前面に出して支援をしていくのでは

なくて、それを引き出しの一つとして、篠原辰二と

いう自分自身でぶつかっていくわけです。被災地に

行けば僕も土嚢袋を一緒に運んだりだとか、土砂か

きをしたりしますし。僕は高校が建築科で、木造住

居の構造は大体わかっているので、「床板はこうやっ

て剥がすんだよ。」とか、ノウハウをボランティアさ

んたちに伝えたり、そんなことも引き出しのひとつ

ですよね。みんなそういう引き出しは必ず持ってい

るのだけれど、始めから、その引き出しを開けて「こ
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ういう私です！」みたいな形で入っていくと、ちょ

っとおかしいですよね。 

<ＦＡＪ> 私たちも最初のころは、鍼灸のプロの会員が

行って、被災者の方のマッサージをしながら、実は

“ちょっとファシリテート”しているけど、みんな

マッサージに来てくれたと思っている。というよう

なことがありました。 

<篠原> その後のことを考えていくと、そうやって人

としてちゃんと接して、信頼関係が生まれた中で、

「そういえば、復興に向けてこんなことをやろうと

思っているんだけど、篠原さんファシリテーターの

ＮＰＯやってたよね？」って声が上がってくると、

そこでやっとファシリテーター・フェローズの篠原

として関わらせてもらうことができると思うのです。

２年間で僕らはずっと人としての関わり方を、役割

や立場がある中で、ですけれども、作って来たんじ

ゃないかなと思っています。 

 

意思の表出として「断ること」の大切さ 

 

<ＦＡＪ> 私も東北に入った時に実感したんですが、被

災に関係なく、市民の人たちが、ファシリテーショ

ンスキルと言わないまでも、価値観が違う人とか、

外から来た人と、あまりケンカをせずに話し合える

場やスキルが、まさに、防災のために水や食料と同

じように必要だと思っています。喧嘩になったり、

困ったりしてから、呼ばれていくこともあったので

（笑）。今回被災者の方たちといろんなところで話し

合いをされて、社協でも同じように感じられること

はありますか。 

<篠原> やっぱりありますよ。社協の内部でも、上司

と部下の間で意思疎通が図れていないとか、がんば

って不眠不休で働いている職員さんたちが、経営者

に対して、「私たちのことを、どう思っているのだろ

う？」みたいなこととかね。支援者間のいざこざも

そうですが、被災地の市民の方々が、人との向き合

い方とか、丁寧な付き合い方とか、そうは言っても、

自分の価値と相手の価値との違いを明確にして、必

要であれば断りの意思を表出することを、少しでも

理解して、コミュニケーションのトレーニングをさ

れているのであれば、またちょっと違うんじゃない

かなと思います。 

同じように支援にあたる人たちやボランティアさ

んたちも、そういう視点を持っているといいと思い

ます。僕らがボランティアさんたちによく言うのが、

がれきの撤去をしに来たわけじゃなく、サロン活動

の支援に来たわけじゃなく、学習支援をしに来たわ

けではなく、それらの活動の先に被災した方々の生

活の再建や復興があるのであれば、そこを目指して

来たんでしょう？ 手段と目的をちゃんと分けて考

えようと。みなさんがお仕事を休んで来ている期間

で、すべてを完結しようとか、自分たちが来ている

間に少しでも頑張ろうと無理をされないでください。

被災された方々にも皆さんにも、それぞれ時間軸が

あるから、そこでぶつかってしまってはもったいな

いと。そういうお話はよくさせていただいています。

お互いが、人との接し方だったり、基本的な人間関

係のトレーニングというか、考え方をもっと多様に

持っているのが望ましいんじゃないかと思いますね。 

 

ＦＡＪ災害復興支援室で大切にしたこと 

 

<ＦＡＪ> 私たちは、震災後最初の一年間はまったく会

員に対して支援の公募をしなかったのです。ファシ

リテーションがわかっていてあえてしない人を、指

名で支援に行ってもらいました。そうでないと、み

んな学びの場だ、いい経験だとして駆けつけたら向

こうも大迷惑だろうということで。 

 一年後公募をするときに、選考をどうするかとい

う議論もありました。復興支援室のメンバー二人が

岩手に向かう車の中で、「もし選べといわれたら何を

基準にする？」って言われて、ファシリテートしな

い人っていう声と、飲み会で仲良くなる人っていう

声と。 

<篠原> それ、すごく大事だと思いますよ。飲み会の

席だけ元気になる人がいてもいいんです。飲み会の
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中で関係性の構築がすごく上手な人っていますよね、

ほんと才能あると思います。 

<ＦＡＪ> 逆にね、ＦＡＪ会員がボランティアで行って、

張り切ってワークショップを手伝ってくれるんです

けれども、その後の懇親会になると壁でメールやっ

ていたりしてね、「ちょっとちょっと、ここが一番大

事な場でしょ。」って(笑)。 

<篠原> 現場に行って、この人何しているのかなー？

と思われていても、飲み会のときとか、みんなで後

から振り返りをしているときに、こうだったああだ

ったと話ができる人のほうが、本当に必要だと思い

ます。ファシリテーション協会さんも、関係性の構

築といったところはすごく丁寧にされていますね。 

 

ファシリテーションの工夫いろいろ 

～キットや道具たち～ 

 

<ＦＡＪ> 最初に東北に行くときに、まずはヒアリング

のはずが、話し合いの道具が足りないということで、

レスキューパックというものを作り、持っていきま

した。 

A4 の紙とマジックと付せんなんかをパックにして、

それから神戸のメンバーが、2 晩くらいで避難所での

付せんの使い方をリーフレットにしてくれたので、

それも入れて。東北の会員が NPO に声を掛けて、希

望の団体をまとめておいてくれたので、レスキュー

パックを届けながらヒアリングしました。プロッキ

ーは会員が全国から送ってくれたのですよ。 

<篠原> 僕らも、「ファシリテーターの道具箱」って

いうのを作っています。僕が、あちこちで仕事をす

るときに、依頼を受けた現場に行ってもマジックが

ない、というところもあるのです。だからプラスチ

ックの工具箱に全部一式入れて、自分でいつも持ち

歩くようにしています。これを岩手県内にもお納め

しました。 

 自由に時間設定できるストップウォッチが入って

いて便利ですよ。これが１万円もするんです(笑)。 

<ＦＡＪ> １万９千５百円で販売しているんですね。は

さみから全部入ってる。ストップウォッチは、こう

いうのがあったらいいねってよく話してます。 

 

考え方・生き方の根っことしてのファシリテーショ

ン 

 

<ＦＡＪ> 篠原さんは、参加型の場作りであるとか、支

援する・支援されるの関係ではなく、皆さんが同じ、

という考え方をされてきたわけですが、そういう考

えの最初の根っこはどこからですか？ 

<篠原> そうですね...。実は僕、高校の建築科の授

業で一番好きだったのが測量の時間でして、ここが

基点と一箇所決めて、ここからそこまでが何メータ

ーあって、高低差がどのくらいで、というのを全部

測っていくのが、ものすごく好きだったんです。デ

ザインをするという完成物とかプロセスばかりじゃ

なくて、最初の基点を作っていくとか、さっきも話

をした、要因分析をするとか背景を探る、というよ

うなことは、基礎や基点を探っていかないとわから

ないわけですよ。そういうのを探っていくのが大好

きです。だから、現場に行っても、その場を作るよ

りもっと手前の段階で、この人たちとこうやったら

楽しいだろうな、こういう風にできるのじゃないか

な、みたいなことを考えるのが好きなんですね。 

大学に入ったときに、最初の講義で日本の福祉の

歴史みたいなのを先生が話すんですけれど、どう見

ても４０代半ばの先生が、戦後の日本はこうでああ

でと話をしていて、この人その時いないよな、体験
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していないことをさも知っているように話をして、

この人は何者だと思った。で、先生その頃生きてな

いよねって聞きにいったんです。そしたら、お前失

礼なやつだ、と。(笑)で、先生が話していることを

まともに受け取るこちらもよくない。大学って自分

で学ばないとだめな場なんだなというのを、その先

生から教わったんです。 

１年生の７月ぐらいで大学にあまり通わなくなっ

てバイトばかりしていました。大学があった町で活

動していた市民団体の活動でネパールに NGO 活動に

参加して日本が建てた孤児施設の運営のサポートを

２ヶ月間ずっとさせてもらったんです。 

 英語もネパール語もしゃべれなかったので、毎日

朝は幼稚園に通って、子供たちと一緒に書き方とか

言葉の勉強をしながら２ヶ月間過ごしました。それ

は「日本の戦後の福祉ってこうだ、ああだ」みたい

なことを、体験しにいっているわけです。戦後の日

本にも、多分こういう貧しさがあったのではないか

なと。そういうところ、現場に身を置くというのが、

多分、一番の根っこになっていると思います。 

 

ファシリテーションを学ぶことで失うもの、怖さ 

 

<ＦＡＪ> これからファシリテーター・フェローズがも

っと大きくなって人が増えたりしていく中では、明

確に言えないですが「ファシリテーションを学ぶこ

とにおける弊害」とか、「ファシリテーションを学ぶ

ことで失うもの」があると思っていて、そこら辺の

「怖さ」を、会員や後輩に伝えていく時にどうした

らいいか、何かお考えはありますか？ 

<篠原> ファシリテーター・フェローズも、北海道内

で興味関心を持っていただいている方々が、たくさ

んいらっしゃるんですけれど、その人達が求めてい

ることの中に、「これってファシリテーターとして認

定してくれるのですか？」とか、会員さんの中にも

「私、研修に何回も参加していますけれども、いつ

になったら役割をくれるのですか？」という方もい

らっしゃる。お墨付きを与えたところで、その人が

どうやって使うのかは知らないですし、そもそもお

墨付きを与えることができるのかっていったら、誰

もできないですよね。例えば、あるグループの中で

は有効に機能していたとしても、別のグループにい

った時にそれを有効に活用できないという場もある

でしょう。 

僕らは特に自然環境とか、自然体験系の人たちと

はなかなか結びつきがないので、それを求められて

も僕らとしても対応できない、とらえられないとか、

わからないこともたくさんなわけで、その中で認

証・認定したところで何も始まらない。 

でも、最近多くの人たちが、これは僕らの法人だ

けではないかもしれないけれども、会員であること

のメリットを、ものすごく求めてきています。認証

や認定はできないということを伝えると、会員さん

が「じゃ、会員になっているメリットがない」とい

なくなったり、ということもあります。そんな風に

資格を取る感覚でファシリテーションを学ぶとか、

ファシリテーター・フェローズに入るということは、

やっぱり怖さがありますね。 

<ＦＡＪ> 私、自分の団体と重ねちゃうんですけれど、

例えば、最初は認定がほしくて入ってくる。がっか

りする。でもその時に何か活動があり、なんとなく

スキルアップできるじゃないかと思って、自分だけ

にベクトルを置きながら活動するけれど、市民とか

高齢者の方とか障害のある人たちと関わる中で、ち

ょっと違うぞとだんだん目覚めていくプロセスが私

は好きなんですよ。働きかけをする現場があって、

現場を通して参加した人たちがまた気づいていく。

そうやって認定とは違う価値を見出してくれるとう

れしいですね。 

 

これからの活動 

 

<篠原> ファシリテーター・フェローズも４年目に向

けて、法人の体制のあり方とか、経営的な部分だと

かを、総会の場でも理事会の場でもみんなで喧々

諤々、壊れるんじゃないかっていうくらい言い合い
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をしています。ファシリテーター・フェローズを作

る前の勉強会の時から、形作られてきたなと思った

ら、ガーっと崩してもう一回ビルドアップしたり、

結構いろんなものを壊しながらやっていますけれど、

今ちょうどみんなが見ている方向が同じなので、そ

こに向かって一人一人がどうあるべきかということ

を、各人の中で感じてもらえる場を作ったりしてい

ます。 

<ＦＡＪ> まさにファシリテーションの大切さをわか

っている人同士で議論する場ですね。 

<篠原> 自分達が組織を作って、みんなにそういう場

を提供して、「共創」という社会を目指そうとしてい

る時に、ファシリテーター・フェローズ自体もちゃ

んと共創社会の一つとして、一緒にみんなで作って

いこうよ。誰かに何かを任せて成り立っているので

はなくて、一人一人が参画をする意識をどうやって

高めていけばいいのかを、理事６人と監事が２人い

るので、８人でわいわい話し合っているところです。 

もうひとつ、会員さんたちが研修を受けた後、そ

れをもち帰って地域実践に結び付けているんだけれ

ども、その活動のフォローアップを今までしてこら

れなかったので、現在は、実践研究誌「Fellows」と

いう冊子の第二号に向けて、“あなたの地域での実践

を書いてみませんか？”、という呼びかけをしている

ところです。ファシリテーター実践をまとめていく

ことで、研修での学びが生かされているとか、ファ

シリテーター・フェローズと関わったことによる自

分の中での成果とか気付きだとか、そういったもの

が少しずつ整理されるのではないかと思っています。

入会される方に対しては、養成講座での学びはこう

いうものしか用意できないけれども、それをこうや

って地域実践に結び付けているんだよ、あなたも研

修会の場づくりに一緒に参画しませんかと。そうや

って多様な場づくりをしていけばいいのかなと思っ

ています。１年に一冊ずつしか発行できないもので

すけれど、続けて発行することで、皆さんにもっと

理解していただけるツールができるのではないかと

考えています。 

<ＦＡＪ> 最後になりますが、「篠原さんのファシリテ

ーションってなんですか？」と聞かれたら、どのよ

うにお答えになりますか？ 

 

ファシリテーションと人、そして私たち 

 

 <篠原> そもそも、自分自身が何であり、どこでど

う仕事をしていたとしても、自分自身が社会に存在

するために必要なもののひとつだと、思うのです。

自分がそこに存在するということは、人に何か影響

を与えていたり、とか、何か価値としてあるわけで

すよね。その価値の表出ってどうできるのかという

と、自分が発信しているものだったり、起こしてい

る行動だったりだと思うので、多分、つきつめると、

自分そのものになってくるんじゃないでしょうか。

これは願望ですけれども、自分は、ファシリテータ

ーという、どんな場面でも、いろんな意味で、援助・

促進をしていく役割をもった人間なんだ。できるか

どうかは別としてそういう役割を持っている一人の

人間なんだということです。「人がそこに在るのであ

れば、ファシリテーションもある」というイメージ

です。 

最近、ファシリテーター、ファシリテーションっ

て声高らかにいっている人達って、自分の何かを作

っている人達がものすごく多くて、「あそことは違う

から」って。なんでそう、かたくなに違いを強調す

るのか... 

<ＦＡＪ> ファシリテーターをやっているのにすごい



38 

 

矛盾を感じます。ＦＡＪは今までファシリテーショ

ンをやっている他の組織と繋がることってあまりし

てこなかったのですが、今年（2013 年）はＩＡＦと

いうファシリテーションの国際団体と連携しようと

していて、きっとすごい相乗効果があるだろうと、

篠原さんとのお話から感じました。積極的にいろん

な団体とつながってみることが大切で、多分、考え

方としてはちょっと違うところがあるはずなのです。

違ったところは何かを見つつも、お互いやりとりで

きることがすごくいいなと思います。 

<篠原> 違いを認めながら、伸びていけばいいんです

よね。 

<ＦＡＪ> 篠原さんのめざす「ファシリテーターという

言葉、団体ってわざとらしかったよね」っていわれ

る時代を作りたいというところが、まさにＦＡＪが

目指しているところといっしょだなと思います。そ

ういう目的に向かって、これをご縁につながってい

けたらと思いました。今日はありがとうございまし

た。 
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野崎 隆一 さん 
ＮＰＯ法人神戸まちづくり研究所理事・事務局長 

 

建築家として大手不動産会社で勤務後、独立。その後阪

神淡路大震災では市民派の専門家として復興のまちづく

りの支援を行ってきた。東日本大震災後は主に岩手県・

宮城県での被災地の支援を行っている。 

 

浅見 雅之 さん 
合同会社人・まち・住まい研究所代表社員 

 

建築会社で勤務後独立。古民家再生、まちづくり、景観

の専門家として多くの自治体のアドバイザーを務める。

現在は、野崎さんらとチームを組みながら岩手県・宮城

県の被災地の支援を実践中。 

 

 

 

 

自己紹介 ～私の仕事と阪神淡路大震災～ 

 

<ＦＡＪ> こんにちは。まずはお二人の普段のお仕事

や今回の東日本大震災後の支援活動について、ま

た、阪神淡路大震災の時の活動をお聞かせくださ

い。 

<野崎> 私は阪神淡路大震災までは、普通のサラ

リーマンでした。阪神淡路大震災で退社してボラ

ンティアを始め、マンションの再建を中心とした

住宅の復興、市場の再建や壊れた戸建て住宅を共

同して再建するようなプロジェクトをやってきま

した。5棟のマンションのうち二つが裁判になっ

て合意形成の難しさ、最初のボタンの掛け違いが

なかなか修正できないってことを実感しましたね。 

<浅見> 僕は建築設計事務所に就職して、一年た

たないうちに阪神淡路大震災に会いました。震災

のあと、先輩に連れられて、地域の復興のお手伝

いに関わりました。そのころは、まだ駆け出しで

本当に右も左もわからなかった。今、兵庫県から

は、阪神淡路大震災の時の経験を東北に持って行

って活かせという命題を与えられていますが、実

は正直なところ、阪神淡路の時の経験なんか一つ

も残っていないなあと感じています。 

まちづくり支援の仕事を始めたのは、10年ちょ

っと前、行政の方に八鹿（兵庫県養父郡八鹿町・

現養父市）で街並み保存をしたい人たちの手伝い

に行かないかと言われたのがきっかけです。地域

のみなさんとゼロから手探りで話をしていきます。

そこでは「この街並みが素敵だから残したい」と

いう人たちがいる一方で「いや、そんな古臭いも

のいらん」って思っている人たちもいる。こうし

た様々な思いを一つにまとめるために「街並みだ

けが大事なのか、町にとって大事なものは何なの

か、それを一緒に見つけよう」と。そして「街並

みが本当に大事なものだと分かったら皆で守れば
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いいんじゃないですか？」というスタンスで話合

いを進めました。全くもって on the jobという感

じで、いきなり地域の人たちの前に立たされ、み

なさんの気が萎えないよう、飽きないよう、しか

も、どうやったらみんなの目標を決めて、何か一

つでも始められるか・・・と実践してきたことが

今の自分のベースになっています。 

３年前に独立して設計事務所を立ち上げました

が、お仕事としては、建築設計２割、まちづくり

のお手伝い８割という感じです。 

 

住民主体の復興プロセスをどうファシリテーショ

ンしているか 

 

<野崎> 僕が初めて被災地に入ったのは震災から

1週間後の東松島市です。兵庫県から電話がかか

ってきて先遣隊で同じバスに乗って行ってくださ

い」と依頼がありました。現場は、一回見たら、

頭から離れないというくらいの大変な姿でした

ね・・。それから、4月の末に弁護士だとかいろ

んな専門家グループで、岩手から福島、宮城と専

門家相談の場をつくって、避難所をまわって相談

会をやったりもしました。やはり継続的に入らな

いと、と思ったのは、6月か 7月くらいかな。昔

の会社で同期の友人が気仙沼で被災していて、彼

の奥さんとお母さんが亡くなっていたんですね。

彼を見舞に行った時に、しょんぼりして酒ばっか

り飲んでいるから、うっかり「復興のこと一緒に

やろうよ」といったのがきっかけです。その後一

週間後くらいに電話がかかってきて、「野崎、確か

にそうや。おれも、やるわ」といってくれたのね。

それで気仙沼に行かないといけなくなってしまっ

たんです（笑）。 

<ＦＡＪ> 継続的に被災地に通われていますが、どん

な仕組みを利用しているのですか？ 

<野崎> 当初は、どこまで継続的にできるかはわ

からないけど対象を固定して深く入りたいと思い

ました。ちょうど兵庫県が、まちづくりの専門家

を現地派遣する仕組みを作っているところで、そ

の制度設計をお手伝いしたりしてね。今はその専

門家派遣の制度で被災地に通うことができていま

す。1チーム、アドバイザー二人と記録者で三名

です。はじめは、誰と組もうかとだいぶ考えまし

た。（笑）なぜ浅見くんにしたかというと、一つは

ね、僕自身がわりといい加減な性格というか、あ

んまり、がちっと決めてやりたくないタイプ（笑）。

そんな僕のいい加減さと波長があって、適度にう

まくやって・補ってくれるのは誰かと考えたとこ

ろ浅見くんでした。彼に声かけたら「じゃぁ行き

ましょう」という話になって。結果的には大ヒッ

トなチームだと思っています。 

<浅見> 僕は、震災直後はテレビを見るのも無理

でした。あまりの被害の凄まじさに、2週間ぐら

い、ほんとに何もできないほどでした。ましてや、

現地に行くなんて全く無理だと思いました。野崎

さんや様々な人達が、災害直後から支援に行って

いるという話は聞いていました。でも、僕は、ま

た事務所独立したばかりで、手元の仕事はこなさ

なきゃいけないし、収入は得なきゃいけないし。

そんな手弁当で、交通費まで自分で出してなんて

無理だなって思っていました。大して能力もない

のにお手伝いに行って、結局誰の役にも立たない

なんてことになるのは嫌だという思いもあったよ

うな気がします。 

震災から半年くらいして、色々なことが落ち着

いてきたとき、野崎さんからよいタイミングで声
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がかかりました。しかも、兵庫県がつくった派遣

制度で行かせてもらえるという。それなら何とか

なりそうだということで、野崎さんに同行させて

いただくことにしました。 

でも、動きはじめてみたら、やっぱり手探りだ

ったんですよね。 

<野崎> 仮設住宅を訪問する時、どう進めようか

って二人でものすごく悩んだよね。東北の人は口

が重いと聞いているから、じゃあ、どうしようか

と。支援当初は、阪神淡路大震災での話を少しし

て、復興っていうのはこんなプロセスで進んでい

くのですよと。みなさん、不安でしょうけれども、

次にはこう変わっていきますとか、そんな話を簡

単にしました。そのあと、被災者の皆さんが不安

に思っていること困っていること、何でもいいか

ら話してくださいと、全員に順番に端から。そし

たら話してくれたのです。 

<浅見> 最初はどれだけ震災で大変な目にあった

か、みたいな話からね。 

<野崎> 辞退されるかと思ったけど、けっこう話

してくれました。それを浅見くんが模造紙やホワ

イトボードにずっと書いてくれて。僕が一通り話

した後、浅見さんに振り返りをしてもらったりし

ています。 

<ＦＡＪ> 支援の流れをうかがいたいのですが、１回

被災地に行くと何日間滞在されるのですか？  

<野崎> 1カ月に 3～4日は被災地に行きますね。

今回は、金曜日から入って、彼が日曜から入って

３泊４日。6地区の集会所で支援や懇談会をして

きました。 

 

様々な支援スタイル 

～困った支援、喜ばれる支援とは～ 

 

<ＦＡＪ> 被災された住民の皆さんの反応はどうで

すか？ 

<野崎> 「こんなに私たちの話を聞いてくれたの

は初めてだ」っていう言葉を仮設の自治会長さん

が言ってくれたりしました。あれはすごくうれし

かったですね。 

<浅見> 「あ、聞いているだけでいいんだ」って

…あの時思いました。 

<野崎> まずは話してもらうことが大事だと実感

しました。 

<ＦＡＪ> それまで来ていた専門家はどんな支援を

していたのでしょうか？ 

<野崎> いや、「やっぱりこの地域はこういう地域

で、こういうことが大事ですよー」とか、「こうい

うふうにしたら復興早くいきますよ」とかね。提

案やアドバイス、自分が分析したことを聞いてほ

しいという人もいます。仮設住宅の人は毎回いろ

んな先生がきて、提案やアドバイスの話を聞かさ

れるから疲れるようです。 

ある自治会長さんは、「おれたちの話も聞かない

で、なんであれだけしゃべれるんだ？」ともおっ

しゃってましたね。 

<ＦＡＪ> 地域の人の話を聞くより、提案とアドバイ
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スの方もおられるのですね。では、野崎さん、浅

見さんのことを住民の皆さんはどうとらえていた

のでしょうか？ 

<野崎> 最初に飛び込みで伺った時は、「よく来て

くれた。君たちみたいな人を待っていた」って言

ってくれたんですけど、後から聞くと、実は「う

さんくさい」と思っていたと（笑）。「神戸から？？」

という感じだったようです（笑）。 

<浅見> こういう本音を言ってくれるようになっ

たのは、実は最近のことだったりします。 

<ＦＡＪ> そこから支援をしていくときにどんなス

テップがありましたか。 

<野崎> 東北と神戸で場所が離れていること、ひ

と月間隔になってしまうことで難しく感じること

があります。日常的には神戸で別の仕事をしてい

るから、頭の中では被災地に出向くまでは、それ

までのことが飛んでいるんですよ。 

<ＦＡＪ> 前回、どこまで何を支援したかとか覚えて

おくのですよね？ 

<野崎> 行く一週間前になったら、前の時にどん

な話したっけとか、振り返っていますが、打ち合

わせもあまり出来ないで行っています。 

<浅見> 僕が、次に行く際に一番最初にやるのは、

前回の模造紙やホワイトボードの画像を見ること

です。 

<野崎> これらが残っていることが大事ですね。

記録や写真があると雰囲気も残っているし、あの

ときはこれが宿題だったなーとか、次はこれをや

らなきゃいかんなーとか、なんとなくわかってき

ます。 

<ＦＡＪ> 模造紙やホワイトボードは視覚的にも残

りますよね。前回の瞬間を思い出すという効果も

あるんですかね。 

<浅見> 紙の議事録になっちゃうと、読んでも頭

に入ってこないんですけどね（笑）。今回の派遣で

は、兵庫県に報告するために紙の議事録を作って

いますが、普段はわざわざ模造紙からテキストに

変換する作業はしません。グラフィックでの記録

が残ることが一番大事だと思っています。 

<野崎> 被災地の集会所に二ヶ月後に行っても、

まだホワイトボードに書いたのが残っていること

もあります。「普段、ホワイトボード使うでしょ？」

と言ったら、「もったいなくて消せない」と（笑）。 

<ＦＡＪ> じゃあ、その間いろんな人が見てるんです

ね。 

<野崎> 来る人、来る人、模造紙・ホワイトボー

ドの記録を置いておくと見てくれます。 

<ＦＡＪ> 記録が一ヶ月間集会所に残っていること

の効果って何ですか。 

<野崎> 参加できなかった人がそれを見ることで、

こんな話だったんだなということがわかる。これ

れは情報共有の点で大きいですね。 

<ＦＡＪ> 他の件ではあまりホワイトボードなどを

使わないから残るのでしょうね。住民のみなさん

が記録の良さに気付いて、自分たちも実践するよ

うになるといいですね。 

 

途中でふりかえりを入れる効果 

 

<野崎> 今、“会議の途中で振り返って、また前に

進める”っていうやり方をしていますが、これの

最初は、僕が息切れするから、ちょっと浅見くん

にしゃべらせて、その間にどうするか考えようか

なぐらいの話だったんですよ。 

<浅見> たしかに最初はそうだった(笑) 

<ＦＡＪ> 野崎さんの休憩時間でもあったんですね
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（笑）。 

<浅見> 「ここで野崎さんは、休憩かーって思い

ましたよ(笑)」突然野崎さんに「まとめろ」って

言われて「まとまる話ちゃうわー！」って思いな

がらやってます。 

<ＦＡＪ> まとめるというか「前半はこんな話が出て

いました」って確認するってことですか？ 

<浅見> そうですね。 

<野崎> その辺が二人でやっている面白さですね。

一人で単独でゴーって押して進めるんじゃなくて、

二人の関係ややりとりで物事が動いていくみたい

なね。 

<ＦＡＪ> 浅見さんから見たらどうですか。一人じゃ

なくて二人で支援する良さって。 

<浅見> やっぱり野崎さんとやり始めてからかな、

二人の方が絶対にいいと思っています。 

<ＦＡＪ> どうしてですか？ 

<浅見> まず、模造紙・ホワイトボード係は、み

なさんの相手しながらは絶対に書けないんです。

野崎さんが進めていて、僕が書いている、書いて

いるからこそ見えてくることもあって、これが大

事だと思います。 

<ＦＡＪ> 何が見えてくるんですか。 

<野崎> たぶんね、聞いて書いている方が状況を

つかんでいると思うんだよね～。 

<ＦＡＪ> 全体の、その場の状況を？ 

<野崎> 僕は進行の方が気になっているからね。

時々「野崎さん、聞いてないでしょ」って浅見さ

んに言われるんだけど、住民さんの意見を「うん、

うん」って言いながら、実は聞き流していたりす

ることもあるわけ。彼はそこを見抜いているんで

すよね。(笑) 

<ＦＡＪ> 見抜かれているんですね (笑)。 あとか

ら、そこをすり合わせるもあるんですか。 

<浅見> いや～、すり合わせるというか、野崎さ

んは「まとめて！」って後ろを向けばいいだけな

ので(笑)。 

<ＦＡＪ> じゃあ、野崎さんが引き出し役で、浅見さ

んが整理役で、住民さんは頭を整理されてすっき

りして、情報も得て帰るという感じですか。 

<浅見> 単純に図式化するとそういうことかなあ。 

 

被災された住民の皆さんとの関係づくり 

 

<ＦＡＪ> 支援で現地に入る時は、相手もこの人の話

が聞きたいんだとか、この人に応援してもらいた

いという気持ちがないと支援もかみあわないと私

は感じることがあるんですが、そこの工夫はどう

されてますか？ 

<野崎> 現地への入り方としては、できるだけ偉

そうにしないことですかね。「同じ現場で活動して

いますよ」とか「今日はいい天気ですねー」とか

言いながら、被災地の皆さんの中に入って行くと

かね。その辺は割とうまくいきましたね。また、

話し合いの中間で振り返りやる際に、ほっとする

時間、笑いの時間を入れるようにしてますね。 

<ＦＡＪ> 中間の振り返りの時に小ネタを仕込むん
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ですか？ 

<浅見> わざと「わけ分からへんわー」って書い

ておいて、「分からへんわーって言ってたね」とか。 

 <野崎> 違うとこあったら「ちゃうちゃう」って

言ってくださいと住民さんに言うとかかね。行政

の職員さんがそのやりとりに乗ってきたことがあ

ったりしましたよ。 

<ＦＡＪ> 被災された住民の皆さんとの話し合いの

場面で、参加者は住民、役所、支援者のお二人っ

ていう場合がありますよね。全然地元じゃない二

人がいるわけじゃないですか。何か、やりとりは

違うんですかね。 

<野崎> その話し合いの場が険悪になって、住民

と行政のどっちも気を悪くするような終わり方に

ならないようには気をつけます。僕らがちょっと

口出すことで改善することもありますから。 

<ＦＡＪ> 外部の人として？ 

<野崎> そうです。市会議員さんが、役所の代わ

りに来て、制度の説明をするんだけども、みんな

もう不満たらたらなこともあるんです。 

<浅見> 言いたいことは言わせてあげたい。でも、

議員さんを吊し上げても意味がない。そこは、横

からコメントしながら方向性を是正したり、交通

整理をするようにします。すると、今後は議員さ

んが僕らを買ってくれて、結局地域を応援してく

れることに繋がったり・・・ 

<ＦＡＪ> その場も、サポートの仕方がその議員さん

にも信頼を得るようなきっかけになったっていう

ことですかねえ。 

<野崎> そうですね。もう、役所の代わりに議員

さんを責めたてるみたいな雰囲気になってきて。

「阪神淡路のときは、市会議員さんなんか、現場

に誰も来ませんでしたよ。この人、市役所のかわ

りに来てエライ。こういう人は大事にしないと」

とみんなに言ったら、もう市会議員さんもまんざ

らじゃない(笑)。 

<ＦＡＪ> みんな精いっぱいやっていますからね。お

互いがけなしあってもね・・・。 

<浅見> 議員さんに「こうだからダメとかああだ

からダメ、もっとこうして」いうのもいいけど、

「がんばれ！って言ってみては？」と住民のかた

に言ったりします。地域の皆に「がんばれ！」っ

て言われて、悪い気がする人はいないし、絶対が

んばろうって思うでしょう？ 

<ＦＡＪ> 住民の方はなんて言ってましたか？ 

<浅見> 「甘い」って・・・。ただ、僕らみたい

な中和剤的存在があると「まあ、言っちゃっても

大丈夫かな」というような空気ができることがあ

って、それは悪くないなあと思っています。 

<ＦＡＪ> 場合によっては、役所の側からみた復興っ

ていうことを重視して復興にあたるっていうケー

スもなくはないですよね。 

 

役所の特性を知る・翻訳をする 

 

<野崎> 役所っていうのは、予算が付かないと「で

きます」ということは絶対言えないわけだから、

そういうことを「役所っていうのはこういうとこ

ろなんだ」と説明する。「だから今、『言えない』

って言ってるけれども、実は裏でいろいろとプラ

ンつくっているんですよ」とか言ってあげる。 

<浅見> 昨日は市役所さんが「ああ言ったけど、

内部ではこんな検討していて、こんなにがんばっ

ているんですよ。今は、みなさんに言えないんで

すけど・・・」って言って帰ったので、じゃあ「～

らしいよ」って言っておこうって。「〜らしいよ」
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って僕が言う分には誰にも怒られないから、皆さ

んにお伝えしときますねって。 

<野崎> その辺がね、僕らの立ち位置みたいのが

役所から見た場合に、阪神淡路の時と、今回は違

うんですよ。阪神淡路のときは、住民が作るけど

も、役所に専門家が登録して役所が専門家を派遣

しているから、役所の担当者がいろんな情報をリ

ークしてくれる。 

<ＦＡＪ> ある意味、役所の被災の現場にお仕事とし

て行っていたんですね。 

<野崎> 「議会、議決で予算取れてないけども、

来年はこういうことを考えているんだ」とかね、

「こういうことを本当はやりたいから、今予算を

国に要求している」とか、そういう話をどんどん

僕らにしてくれるわけ。そしたら、それを踏まえ

て、「今はそうだけども、なんか来年度くらいには

道がひらけそうですよ」とかそういうことが言え

るのですよね。それで安心するところがたくさん

あるのだけど、今回は、僕らガイジン、外から来

て、役所も、こんな人らにどれだけリークしてい

いか分からないから、住民と同じ扱いになってい

る。情報的にはね。それがだんだん、気仙沼の場

合は関係がよくなってきて、先月、意見交換会を

やりながら、少しざっくばらんに話ができた。今

日も、市役所行って、役所の内部資料を、本当は

外部には出せないんだけれども、「取扱いに気を付

けてください」と言ってくれたりした。そういう

ことは僕らにとってはすごく欲しい材料なんです

よ。 

<浅見> 僕らだって、役所に悪いようにはしない

もんね。 

<野崎> 絶対そうだよね。 

<浅見> みんな課題を解決しようと思ってやって

いることだから、その足をすくうようなことしな

いよね。ただ、今回、兵庫県が派遣しているとい

ってもやっぱりよそものだというのはあります。 

<ＦＡＪ> ただ、そこが徐々に埋まってきている部分

もあるんですよね。 

<浅見> あれは…。そう。「Ｑ＆Ａ」を作ったんで

す。 

<野崎> 我々が作成した「住宅再建Ｑ＆Ａ」は大

きかったよね。住民が聞きたいことはこうなんだ

っていうことを、役所の説明資料読みながら、「資

料で読むとこういう答えになるね」っていうのを

僕らなりに書き改めました。 

<ＦＡＪ> 住民の人が聞きたいことを役所の資料を

見ながら、それを分かりやすく回答を書いていっ

て翻訳したみたいなことでしょうか。 

<浅見> そうとも言えますね。仮設住宅を回って

ると、いろんな質問が出てくるんだけど、時期に

よってですけど、同じ質問があちこちから出てく

る。そういう出てきた質問に全部答えを作ってみ

ようって、野崎さんががんばって回答を作って、

市役所に送るわけ。 

<野崎> うん、そうそう、「添削してくれ」と。「僕

らなりに、回答を考えてみたけども、違っている

かもしれないから、役所でみてください」って。 

<浅見> それをゼロから書いてねっていったら、

いつになっても出てこないから、もう書いちゃっ

たよって、作戦ですよね。 

<野崎> 直すのは、楽でしょ。 

<ＦＡＪ> じゃあ、ちょっとは直ってきたわけです

か？ 

<野崎> 直って来ましたよ。かなり慎重に考えら

れて。(笑) 

<浅見> 違ってたらコトだから。こんなこと書か
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れちゃ困るという。 

<ＦＡＪ> それを配って住民の方の理解を促進した

んですね。 

<野崎> そのときに、市役所の方から「本来、行

政がやんなきゃいけないことをやっていただいた

ので、厚かましいお願いなんですが、神戸まちづ

くり研究所だけじゃなくて、連名にしてくれませ

んか、いや、協力でもいいです」って言われて、

「連名にしますよ」と言ったら、「そうしてくれた

ら助かります」と。それでぐっと距離が縮まりま

した。 

<浅見> あの前後でしたよね、市役所を訪問して

コーヒーが出たのは(笑)。 

<野崎> コーヒー！そうそう、初めて。都市計画

の参事官さんかな、コーヒー出してくれて。今ま

でお茶も出なかったのに。 

<ＦＡＪ> その「Ｑ＆Ａ」がある意味、市役所のふと

ころに飛び込むきっかけになったということです

ね。現地の被災された方々を応援しているお二人

としては、市役所とも正面からはぶつかれないわ

けじゃないですか。 

<野崎> そう、ぶつかれないですよ。兵庫県から

も言われています。「県から派遣しているのだから、

絶対にじゃまに思われないようにしてください」

って。 

<浅見> ぶつかれないけど、活動は認めてもらわ

ないとこの先やりにくい。それは住民さんのため

にもならない。 

<野崎> 「こういうふうにしたほうがいいんじゃ

ないんですか」ってことは提案というか、言いま

すけどね。それはまあ、向こうにとってはうるさ

いことかもしれないけれども。 

 

話し合いの場づくりや空間デザインの工夫 

 

<ＦＡＪ> 話し合いや会合は、車座になったりしなが

ら、浅見さんがホワイトボードに話した内容を聞

きながら書いてというような感じですか。 

<野崎> そうですね、何回かテーブル席で、会議

室みたいなところでやったこともあるんだけど、

あれはうまくいかなかったね。場の雰囲気が固く

なって。全然ダメ。 

<ＦＡＪ> 畳がいいですか。 

<野崎> 畳がいい。それとか、円形になるとかね。 

<浅見> そうねえ。パイプ椅子がこうやってなら

んでいるとちょっと…。 

<野崎> 何回かロの字になってね。前の方に僕ら

がいて、片面一列に役所の人がいて、その反対面

に住民の方が一列に座る・・そうすると、すごく

話しにくい。 

<浅見> 僕、そういうときって、わざと一番反対

側や住民の側に椅子を置くことよくあります。 

<ＦＡＪ> 遠くに？前じゃなくて？ 

<浅見> 「会議は向こうとこっち、全体で行われ

ているんだから、僕がどこにいたって同じでし

ょ？」って。僕がこっちで大声だしてれば、こっ

ちの住民の人たちも話に乗れるし、発言しやくす

くなるじゃないですか。 

<ＦＡＪ> 浅見さんが発言するときに、あえて後ろや

住民の側に行って発言するんですね。 

<浅見> じゃなくて、自分が席に座っちゃうの。

「おばちゃんらの隣がいい」っていって、そこに

座っちゃうの。「ねー」って頷きあいながら。そし

て、おばちゃんにヨシヨシされて・・・。 

<ＦＡＪ> ああ。おばちゃんらのふところに入り混ん

じゃうんですね。被災地での会場はなかなか選べ
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る状況にはないですよね。 

<浅見> そう、ない。 

<野崎> それとね、集落とか、そういうところの

集会は、最初はほとんど全部教室型になってます

よね。僕らも１回早めに行って並べ替えようと思

ったけど、あの席ができちゃっててね・・。 

<浅見> 人によってはいきなり机・椅子の並べ替

えを始めちゃう場合もあるけど、僕できないんで

す。「なんで並べ替えるの？」っていう説明抜き

に「並べ替えよう」って言えない。もうちょっと

こういうふうにしたいから机並べ替えたらいいっ

ていう話ができるようになるまでには、少し時間

がかかるんです。ただ最初そこを間違うと、その

形式でずっと行っちゃうのでね・・。 

<ＦＡＪ> その言いだすポイントは？ 

<浅見> 最初に、いやこうじゃないんだと、これ

ではうまくいかないからこうしましょうって、言

えた方がいいと思うんです。でもなかなか難しい。

なかなか言えないんです。 

<ＦＡＪ> 雰囲気も、ありますかね。座って落ち着か

れちゃってからだと。 

<浅見> その辺、野崎さんもわたしも臨機応変と

いうか、野崎さんの言葉では「いい加減」。 

それこそコンサルさんによっては「こうじゃなき

ゃだめだからこうします」っていう人もいます。

「今こんな状況にあって、こうじゃなきゃだめな

んだからやりましょう」って、できる人はできる

んだけども・・。 

 

２人ならではの役割り分担 

 

<ＦＡＪ> それで住民さんはどうですか。ついて来ら

れますか？ 

<浅見> そうやって確信をもって言われたら、し

ぶしぶ、というか、「何だこいつ」とか思いながら

もとりあえずつきあいますよね。それが、なんの

効果も生んでなかったら、住民さんは次も抵抗し

て同じように並べたりするんでしょうけど。 

<ＦＡＪ> 住民のみなさんの懐にどう入るかと、その

場をどう工夫するかはセットで考えられているん

ですね。 

<浅見> 野崎さんと僕のセットって、そこもうま

くいっているような気がする。野崎さんって、結

構おじいちゃんでしょ？ 住民さんは偉い先生だ

と認識している場合が多い。偉い先生だと僕も思

って、そういう態度でいるし、僕はあえて、はね

っかえり役として、勝手なことを言ってます。 

例えば、行政さんに、住民さんが言い出しにく

いけど、僕も疑問に思うような勝手な質問、ちょ

っと突っ込んだような質問「ええ？それって、こ

うなっちゃったら、こんなことになっちゃうんで

すかあっ？」みたいなことを聞くんです。 

<ＦＡＪ> あえて、住民さんが聞けない質問を。 

<浅見> それで、野崎さんが、「いやいやそんな、

そんな突っ込んだ話しちゃって・・・」ってたし

なめてくれて、行政の味方をするけど、その質問
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の中へ入って答えをうまく引き出していく。 

野崎さんは住民さんと一緒の目線まで下りてや

ろうとするけど、僕はさらに一個下まで下りちゃ

って・・・ 

<野崎> おうおう。(笑) 

<浅見> うちの困った、「はねっかえりぼうず」、

くらいまで下りといて。 

<野崎> やんちゃ言ってるんですよ。 

<ＦＡＪ> 賢い役割は、野崎さんに任せるんですね。 

<浅見> 私がなんかやらかしても、みんなの前で

野崎さんが私を叱ってくれたらいいだけの話だか

ら・・・。そういう関係もあって、まあまあ浅見

のいうことは聞こうかって話になったり、頑張っ

てくれてるな、って思ってもらったりしてます。

そんな感じで、本当におばちゃん達と腕組んで「ね

ー」って言いながらやってます。 

<ＦＡＪ> じゃあ、そのあたり、少しその「はねっか

えり」度を装いながら、質問したり？ 

<浅見> そうですね。でもこれ、いくつになるま

でできるかわかんないでしょ？。今は大丈夫です

よ。だって、被災者の方で多くお目にかかるのは

60、70歳代の方たちばっかりだから、かわいがっ

てもらうみたいな立場でいられるけど。 

<ＦＡＪ> なるほど。自分の役割をその辺りに見出し

ながらやっているんですね。 

<野崎> 相対的なもんだからね。 

<浅見> ただ、これも、今振り返ってみれば、そ

うだったな～っていうことですけど。 

<野崎> そうそう、後付けの話でね。そんな最初

から計算されてたら・・・。(笑) 

 

芸の域に達した！？ 

ファシリテーション・グラフィック 

 

<ＦＡＪ> 浅見さんがファシリテーション・グラフィ

ックの役や振り返りの確認の役を担当されていま

すが、特にファシリテーション・グラフィックは

見事、芸の域に達しているといわれているとか。 

<浅見> 僕は野崎さんとまともに一緒に仕事する

のって、この被災地での活動が初めてなんです。

それこそ、あの「ホワイトボード芸」も野崎さん

の脇で「ああ書かないとな」って書き始めたもの

なんですよ。だから、最初の頃に書いたのは意外

と、とっちらかってます。それが今ではだんだん

芸になってきました(笑)。 

<ＦＡＪ> 私も写真を撮って、知人に見せたりします

が皆さん感嘆しますよ！ 

<浅見> あれは、ホントに今回 On the Jobで習得

したものです。っていうと、みんな驚くんだけど、

実はこんな風に書けるようになったのは、この 2

年くらいの話です。 

<ＦＡＪ> 毎回毎回、進化させてる？ 

<野崎> １回被災地に行ったら、6回の話し合いや

集会で毎回書くわけだから。すごいですよね。私

から見ても、すごく疲れてるよね(笑)。6 回やる

と。 

<浅見> ホントに疲れるんです。模造紙 7 枚とか

になるときがあって。みんながよくしゃべると、

へとへとになる。 

<ＦＡＪ> ホワイトボードとか模造紙に書いたりす

る時、色を結構使い分けて書いていらっしゃった

り、一応時系列で書かれたりしてますが、工夫の

ポイントは。 

<浅見> 時系列で書くのがいいですね。いろいろ

試したんだけど、やっぱり時系列で書くしかない。 

<ＦＡＪ> 時系列になったのはなぜですか？ 
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<野崎> そりゃあ、話した順に書くからじゃな

い？ 

<浅見> 最初は真ん中にタイトル書いて、なんか

つながりのあるものが、そばにくるようにってや

ってたんですけど・・。一番の原因はホワイトボ

ードが狭いっていうことです。壁 1 枚くらいのホ

ワイトボードがあったら、僕、時系列にはやりま

せん。 

<ＦＡＪ> 狭い時には、じゃあ時系列の方がいいんで

すか。 

<浅見> そうだと思います。 

<ＦＡＪ> 基本は、1回の懇談会というか、で、１枚、

ホワイトボード 1枚ですか。 

<浅見> はい、ホワイトボードの裏表で２面使い

ますね。 

<野崎> 模造紙だと何枚くらい書いたかな。結構

多くなるよね。 

<浅見> 模造紙になるときって、なんか書いちゃ

うんですよね。 

<ＦＡＪ> 増やせるから？ 

<浅見> そうそう。要は、節約しないから。 

<野崎> 模造紙はどんどん、2枚目 3枚目と移って

いっちゃうからね。話も戻りにくいもんね。 

<ＦＡＪ> その模造紙は、どうしますか？ 現地の人

にあげるとか？ 

<浅見> その地区の住民さん、参加者にあげてき

ちゃいます。写真を撮ったあとは、荷物になるし。

みなさんが作業した付箋みたいなのが発生した時

には、うっかりつぶれて読めないということがな

いように、一回借りるねって持って帰ることも多

いんですけど、その後返したり。 

<ＦＡＪ> そのホワイトボードと模造紙に浅見さん

が書いてくれたものへの、住民さんの反応とかど

うですか。 

<野崎> 大事にしてくれてますよ。集会室に掲示

したままにしてくれることも多いです。隣の部屋

との間の扉のところに貼ってると、本当は扉が開

けられないじゃない。でも、そのまま貼ったまま

になってたりして。(笑)  

 

拡大家族会議も支援 

 

<ＦＡＪ> お二人は、話し合いの支援のほかに、個人

ヒアリングという手段で支援をすることもあるそ

うですが、個別のヒアリングにはどういう効果が

あるんですか。 

<野崎> 地域の話し合いだと、家庭の事情でみん

なの前では言えないこともあるじゃないですか。

「みんなで共有して…」とは言っても「実は、ウ

チの家庭内でこういう問題がある。どうしようか」

みたいなことはね。僕らがやったのは、一家族 40

分くらいしか取れないんだけども、「家族（みんな）

で来てください」と。僕らも入って、「一緒に家族

会議をしましょう」みたいな感じでね。奥さんと

お父さん（だんなさん）だけの家族だったら二人

だけでもいいし。娘が同居しているんだったら、

娘も来てもらうと。将来、家を建てるのに、息子

のローンを借りるんだったら、「仙台の息子も来て

もらって」という感じで。家族同士でも言いにく

いことってあるでしょ。家では、じっくり話す機

会がなかったりして。 

<ＦＡＪ> 家族会議がなかなかできていないから、家

族の中に野崎さんや浅見さんが入って、家族が話

ししにくいテーマをあえて、話し合ってもらうと

いうことですね。 

<浅見> 全体の話し合いでは言えない部分をね。 



50 

 

<野崎> 「権利関係どうなの？」とか、「死んだお

爺ちゃんの名義のままになってるんと違う？」と

かね。 

<ＦＡＪ> 何度も話し合いや会議で会ってるから、住

民さんも警戒感がなくなっているのでできるんで

しょうね。信頼関係がある程度できていると。 

<浅見> 個別ヒアリングをやると、まず、ご商売

がわかるじゃないですか。あとは、ここには賢い

息子さんがいるとか(笑)、あとは仙台に娘さんが

いるとか、そんな話がぴょんと出せるようになる

と少しづつ進んでいる感があります。 

<野崎> 実は、この人とこの人が兄弟だったとか

ね。そういうことがわかってくるんだよね。 

<浅見> 大体、地域の話し合いでご夫婦は並んで

は座ってくれないので、どの人がどの人の奥さん、

とかを把握するのに時間がかかるんですよ。長い

ことやっていると、わかってきますけど。 

<ＦＡＪ> 集会所の中にバラバラにいた人たちがど

んどんかみ合ってくるみたいな、パズルが合って

くるみたいな感じになるんですかね。 

<野崎> 距離が縮まることで、集会が終わった後

に個別で相談に乗ってほしいという話がポロポロ

出てくる。 

<浅見> 呼び止められてね。「会社が倒産しそう」

とか相談されたりもしましたね。 

<野崎> 聞いても解決できないんだけどね・・。 

<浅見> 聞くだけ。「大丈夫、大丈夫、それで命を

取られるわけじゃない」「応援する。何もできない

けど、応援するから！」って。それだけでもホッ

とした顔する方もいます。 

<ＦＡＪ> なかなか、近い、同じ集落の人だと却って

話しにくいこともあるでしょうしね。 

<浅見> その人も言ってた。個別のことは、友達

とか、娘とか、奥さんとか、親御さんとか、相談

しているけど、いっぺんに全部まるまる話したの

は浅見さんが初めてだと。その時は一時間くらい

かかったんですけど。その時、私は「それは、ま

ず全部奥さんに話したらいいと思うよ」って言い

ました。「絶対、味方してくれるから」って。 

<ＦＡＪ> そういうことを通じて、家の中ででも復興

が少しずつ進むのかもしれませんね。やっぱり家

族が、どう、ちょっとずつ元気になっていけるか

って、大きいですもんね。 

 

市民・住民が話し合いの力を高めるために支援者

ができること 

 

<ＦＡＪ> 復興を語る時、「住民主体」ということば

が出てきます。当たり前のようで、当たり前にな

っていない現実もあります。 

<野崎> 復興の主人公っていうのは、被災者でし

ょ。だから被災者につかないと、復興は動かない

はずなんです。 

<浅見> 「協働」とか「参画」という言葉がある

ように、復興で参画協働にこだわっているから復

興が進まないのか、もっと一生懸命にやんないか

ら進まないのかみたいな話あるけれど、そもそも

住民不在の復興計画なんか、あったって意味がな
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い。そんなの私はノーサンキュー。それは、地域

の気質によらないと思う。どんなに東北の人たち

が、行政の言うことをよく聞く、聞き分けのいい

人達だったとしても、自分が関わり、自分たちが

意志を表明して、それにちょっとでも近づいてい

くっていう経験を踏めば、地域や復興計画にコミ

ットできるようになると思います。自分の地域に

コミットできないような住民さんって不幸ですよ

ね。 

<ＦＡＪ> 自分の生まれた、暮らしたまちだから・・。 

<浅見> 被災された皆さんを前に、復興で回り道

してもいいなどとはなかなか言いにくいけれど、

回り道だと思っても、ちゃんとみんなで考えて、

みんなでやっていかないとしんどいよ、って話し

ています。 

<野崎> それと支援していて思うのは、主人公が

主人公であるためには、やっぱりサポーターがい

るんだと思います。それは僕らだと思っている。

自分たちの考えをまとめて、自分たちはこういう

復興がしたいんだと発言するようになるためには、

僕らがいろいろ応援してね、情報も提供して進め

ていく。それで初めて主人公になり得る。関わっ

ていないと地域に残ってそこで住み続けていこう

とか、生き続けていこうという決意につながらな

い。そこがいちばん大事だと思う。 

 

ファシリテーションの道具、使う・使わない？ 

 

<浅見> よく使う道具は、模造紙とホワイトボー

ドマーカー。道具として持っていくのはそれだけ

かな。あと、プロジェクター。 

<ＦＡＪ> プロジェクターはどういう場面で使うん

ですか。 

<野崎> たとえば、図面を拡大する時とか。 

<浅見> フォトモンタージュ、できたらこうなり

ますというイメージ図みたいな。僕らは基本だと

思っていますけど、絵のない議論は通じにくい。 

<ＦＡＪ> こういったイメージ図を作るのは大変な

んじゃないんですか。 

<浅見> 夕方話し合いがあるとすると、午前中に

簡単に作ったりします。ちょっと絵心が要ります

けど・・・。 

<ＦＡＪ>  野崎さんの道具は？ 

<野崎> 僕はあまり道具は使わない。 

<浅見> 僕ね、野崎さんの才能だなと思うのは、

聞いているか聞いていないかは別にして、すごく

うなずいて反応してくれるところです。たとえば、

神戸に帰って、勉強会とかシンポジウムとかで僕

が壇上に立って話している時に、野崎さんがうな

ずいているのが見えるだけで、とてもしゃべりや

すい！ 

<野崎> それは僕も感じてるの。前におばさんが

座っているとすごいしゃべりやすい。おばさんて

みんな「うん、うん」って言ってくれるのよ。 

<ＦＡＪ> そんなに男女で違いますか？ 

<野崎> 全然違う。男性がのけぞって腕組みとか

してたら、ものすごくしゃべりにくい。 

<浅見> ニコニコしてくれるだけでも話しやすい

ね。これは野崎さんの才能だと思います。僕は人

の話を聞いているとき集中しちゃうことがあるけ

れど、野崎さんは誰の話でも必ずうなずいて聞い

ていますよね。 

<野崎> 僕はおばさんなんだよ(笑) 

<浅見> 本当に聞いているのか、という疑問もく

っついてるんだけど・・・(笑) 

<ＦＡＪ> 話す住民さんは気持ちよく話せているわ

けですね。で、話したことは浅見さんがちゃんと
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書いている。役割分担ですね。 

 

復興支援のワークショップ・ファシリテーターの

ノウハウをどう伝えていくか 

 

<ＦＡＪ> 今後、浅見さんと野崎さんの被災地での支

援が 3か月に 1回になっても、「その間は自分たち

でやっているよ」ってなってくれたらいいなと思

うわけじゃないですか。その辺りの作戦はありま

すか？ 

<野崎> その辺は課題だと思いますね。僕も、そ

ういう風に引いていった経験がないんですよ。た

とえば、マンション再建なんて出来上がるまでと

ことん付き合うじゃないですか。毎月会議して、

だーっと進めるのが当たり前だと思っているから、

ここから先は住民さんに任せてっていう引き方を

した経験がないんでね。すごい難しい。 

<ＦＡＪ> マンション再建だと、ファシリテーター的

な要素というより、専門家、コンサルタントの側

面が、強いんでしょうね。そういう、支援の資金

の特性にも依るのかなあとも思ったりするんです

けど。 

<野崎> 兵庫県は制度的にも、緊急支援だと考え

て、今後、どこかで切ろうとしていますからね。

住民さんは最後まで見届けてほしいという願いが

あっても、そこにギャップがあります。 

<ＦＡＪ> 地元の人たちに、自分たちで話し合って、

決められるような力を付けるやり方で提案はあり

ますか？ 

<浅見> 不可能ではないと思っていて。1つは、地

元の活動団体に、そのスキルを移転するという

か・・・例えば NPO とか、支援団体が継承できる

ようにできないかという方法。もう 1 つは、地元

のみなさんにできるようになってもらうっていう

方法。いずれにしても、やりたいと思う人はいる

と思うし、やってできなくはないと思うけど、な

にせ時間がない。ある程度馬力があって、若くて

頭の柔らかい人が必要です。でも、そういう人っ

て地域活動とか、地域復興のためだけに働いてい

たら、家族が食えなくなっちゃうという場合が多

いので、そればっかりやっているワケにはいきま

せん。どこかの大学の若者を雇ってでも地域の事

務局運営をやってもらうなんて方法は、余程大き

な事業地域じゃないとできませんよね。だから難

しい。出口はどこにあるのかなと探っています。

「上手な話し合い入門」だけでも経験してもらっ

て、ちゃんと身に付けてもらったら、普段の自治

会会合でも上手く話し合いができるかも、そう思

ってもらえるだけでも進歩な気はします。 

<野崎> もう 1 つの道としては、今は毎月行って

いるけども、2か月に 1回でいいとか、3か月に 1

回でいいようにできる方法。事務局機能を地域が

持つとかね。少なくともメールでやりとりできて、

それをみんなに伝えるだけのことができるように

なれば、僕らが神戸にいても、ある程度支援がで

きるわけだからね。 

<浅見> それは重要な気がする。 

<ＦＡＪ> そういう、地元のパートナーになる団体が

あるといいですよね。 

<野崎> あと 1 つは、中間支援組織にいる若者に

議事録の書き方をトレーニングしながら、僕らが

行けない会合っていくつもあるじゃないですか。1

か月被災地を訪問できないその間、僕らが出てい

ない会合が何回かある。そこの様子を僕らは知り

たいわけね。そこに行って、簡単に議事録を取っ

て、メールで送ってくれると、「あー、こんな話を

したのか」とかね、次に行く時のつなぎとして、



53 

 

それが活きるわけです。 

<ＦＡＪ> 中間支援の組織や、ボランティアセンター

の若者がワークショップやファシリテーションの

力を自分で身に付けて、その地域に住み続けるこ

とは、今後のまちづくりにとっても重要ですよね。 

支援者が住民の側にたって、その姿を見せる。そ

れのポイントを掴んでまねてもらい自分のモノに

していく。そういう支援も同時にすることの重要

性を再確認しました。ありがとうございました。 
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＜ 最後に ＞ 

今回の専門家インタビューにあたっては、FAJ 会員のボランティアスタッフのみなさんに

感謝申し上げます。みなさまのご尽力で公開することができました。インタビュー、撮影、

文字おこし、文章化などの行程に知恵と時間を頂戴しありがとうございました。 

 

 

【編集スタッフ体制（敬称略）】 

 

「金 香百合さん」記事担当 

遠藤 智栄、小野 浩司、壁谷 雄一、清水 昌代、内藤 嘉郎、成井 明子、中島 美暁 

 

「櫻井 常矢さん」記事担当 

徳田 太郎、伊藤 裕美子、加藤 博敏、塩塚 マリ、吉田 尚人 

 

「篠原 辰二さん」記事担当 

鈴木 まり子、田頭 篤、山口 博美、横田 孝子、竹田 和矢、井上 有史 

 

「野崎 隆一 さん、浅見 雅之 さん」記事担当 

遠藤 智栄、石井 千秋、武内 麻佐子、矢野 花織、小栗 由香 

 

全体編集統括チーム 

遠藤 智栄、田頭 篤、西野 靖江、向山 聡 

 

 

 

 

復興支援専門家のインタビュー記録 

～災害復興支援とファシリテーションを考え深める～ 
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